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悪化する情勢をよそに、用水路は1500ヘクタールの灌漑を達成

2005年度会計報告

●農業計画報告 飼料・食用作物ともに猶実な成果

ニューオフィス建設はてんやわんやの四ヶ月でした

殺し屋から携帯電話！

紙幣の向こうにある人々の思いを忘れず

診療所門番の拘引事件をめぐって

アフガン版「竹取物語」 (2)

会報88号、お届けしまーす！

「「らい』表記問題」という問題

表紙絵谷の水場（画・甲斐大策）

中村哲

ペシャワール会事務局

伊藤和也・進藤陽一郎・高橋修

芹沢誠治

杉山大二郎

村井光義

紺野道寛

鬼木稔

溝口武男

福元満治

ベシャワール会は、1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で緒成されました。
彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っていまま
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創tする情勢をよそに、川水路は
1500ヘクタールの瀧漑を達成
作業地の上空を盛んに軍用ヘリコ プターが過ぎてゆく 。時には威嚇するように頭上を旋同して

射撃音が聞こえる。けたたましくも忙しいことだ。我々は地上をうごめくアリのように、ひた

すら水路を掘り続ける。…沙漠が緑野に変ずる奇跡を見て、天の恵みを実感できるのは、我々

の役得だ。水辺で遊ぶ子供たちの笑顔に、はちきれるような生命の躍動を読み取れるのは、

我々の特権だ。 そして、これらが平和の基礎である。

PMS （ペシャワール会ジャパン・医療サービス）総院長 中村 哲

「
ア
フ
ガ

ン
問
題
」
は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
底
が
深

い。

か
ん
ば
つ

旱
魃
対
策
に
奔
走
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
更
に
そ
の

思
い
を
深
く
す
る
。
伝
わ
ら
ぬ
実
情
に
不
満
を
覚
え
る
だ

け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
地
球
規
模
の
環
境
の
激

変
、
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
の
名
の
下
に
進
行
す
る
、
グ

ロ
テ
ス
ク
な
カ
ネ
社
会
の
膨
張
と
都
市
化
、
そ
し
て
そ
の

結
末
を
既
に
し
て
垣
間
見
る
気
が
す
る
。
こ
の
潮
流
が
手

っ
取
り
早
く
富
を
求
め
る
欲
望
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
す

る
な
ら
、
私
た
ち
は
、
先
進
諸
国
を
動
か
す
欲
望
の
集
積

と
対
峙
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の

一
員
た

る
自
分
自
身
と
も
対
峙
し
て
い
る
の
だ
。ぅ
っ

ぷ
ん

侵
さ
れ
る
側
の
立
場
に
立
て
ば
、
暗
い
鬱
憤
が
湧
い
て
こ

な
い
こ
と
も
な
い
。
国
益
の
名
の
下
に
戦
争
が
正
当
化
さ
れ
、

現
地
の
無
数
の
犠
牲
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
「
自
由
と

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
さ
え
、
戦
争
合
理
化
の
小
道
具
に
変
質

し
て
し
ま

っ
た
。「
人
々
の
人
権
を
守
る
た
め
に
」
と
空
燦
で

人
々
を
殺
す
。
果
て
は
、
「
世
界
平
和
」
の
た
め
に
戦
争
を
す

る
と
い
う
。
い
っ
た
い
何
を
、
何
か
ら
守
る
の
か
。
こ
ん
な

偽
善
と
茶
番
が
長
続
き
す
る
は
ず
は
な
い
。

作
業
地
の
上
空
を
盛
ん
に
米
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
過

い

か
く

ぎ
て
ゆ
く
。
時
に
は
威
嚇
す
る
よ
う
に
頭
上
を
旋
回
し
て

射
撃
音
が
聞
こ
え
る
。
け
た
た
ま
し
く
も
忙
し
い
こ
と
だ
。

我
々
は
地
上
を
う
ご
め
く
ア
リ
の
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
水

路
を
掘
り
続
け
る
。
彼
ら
は
殺
す
た
め
に
空
を
飛
び
、

我
々
は
生
き
る
た
め
に
地
面
を
掘
る
。
彼
ら
は
い
か
め
し

は
こ
り

い
重
装
備
、
我
々
は
埃
だ
ら
け
の
シ
ャ
ツ
一
枚
だ
。
彼
ら

は
暗
く
、
我
々
は
楽
天
的
で
あ
る
。
彼
ら
は
死
を
恐
れ
、

2
0
0
5年
度
を
振
り
返
っ
て

我
々
は
与
え
ら
れ
た
生
に
感
謝
す
る
。
彼
ら
は
臆
病
で
、

我
々
は
自
若
と
し
て
い
る
。
同
じ
ヒ
ト
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
断
絶
は
何
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
に
分
か
ら
ぬ
幸
せ
と
喜
び
が
、
地
上
に
は
あ
る
。

乾

い
た
大
地
で
水
を
得
て
、
狂
喜
す
る
者
の
気
持
ち
を

我
々
は
知
っ
て
い
る
。
自
ら
汗
し
て
、
収
穫
を
得
る
喜
び

が
あ
る
。
家
族
と
共
に
、
わ
ず
か
な
食
べ
物
を
分
か
つ
感

謝
が
あ
る
。
沙
漠
が
緑
野
に
変
ず
る
奇
跡
を
見
て
、
天
の

恵
み
を
実
感
で
き
る

の
は
、
我
々

の
役
得
だ
。
水
辺
で
遊

ぶ
子
供
た
ち
の
笑
頻
に
、
は
ち
き
れ
る
よ
う
な
生
命
の
躍

動
を
読
み
取
れ
る
の
は
、
我
々
の
特
権
だ
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
が
平
和
の
基
礎
で
あ
る
。

元
来
人
に
備
え
ら
れ
た
恵
み
の
事
実
を
知
る
限
り
、
時

そ
む

あ
ざ
む

代
の
破
局
は
恐
れ
る
に
足
り
な

い
。
天
に
叛
き
人
を
欺
＜ :=;n_. -

灌漑開始を喜ぶ、用水路の地元作業員たち
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虚
構
は
、
必
ず
自
壊
す
る
だ
ろ
う
。
平
和
と
は
、
単
な
る

理
念
や
理
想
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
戦
争
以
上
に
積
極
的

な
活
力
で
あ
り
、
我
々
を
慰
め
る
実
体
で
あ
る
。
私
た
ち

は
こ
の
確
信
を
持
っ
て
、
今
日
も
作
業
現
場
で
汗
を
流
す
。

て
い

今
年
度
も
、
平
和
を
頻
う
人
々
の
意
を
体
し
、
荒
野
を

緑
野
に
変
え
る
こ
と
を
以
っ
て
日
本
の
良
心
の
気
力
を
示

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
地
事
業
は
い
よ
い
よ
佳
境
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
2
0
0
5年
度
の
概
況

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
は
二
二
年
を
経
過
し
た
。
振

り
返
る
と
‘
―

1
0
0
0
年
以
降
の
六
年
間
は
、
大
旱
魃
、

9
.
1
1
、
空
爆
、
米
軍
進
駐
、
復
典
支
援
ブ
ー
ム
と
、
ど

の
時
期
よ
り
も
め
ま
ぐ
る
し
か
っ
た
。
人
々
の
往
来
が
増

え
、
カ
ー
ブ
ル
を
見
る
限
り
、
華
美
な
風
俗
が
目
立
ち
、

携
帯
電
話
が
普
及
し
、
大
都
市
は
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
政
情
は

安
定
と
は
程
遠
い
。
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
」
の
結
末
は
、
「
銃

剣
に
守
ら
れ
る
平
和
が
あ
り
得
な
い
」
こ
と
を
実
証
す
る

か
の
よ
う
に
、
混
乱
を
年
毎
に
増
し
て
い
る
。

東
部
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
も
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
戻
っ

て
住
み
着
く
人
々
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

都
市
に
流
入
し
た
旱
魃
避
難
民
と
同
様
、
高
物
価
が
生
活

を
追
い
詰
め
、
か
つ
て
な
く
治
安
が
悪
化
し
て
い
る
。

U

N
H
C
R
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
は
、
「
ア

フ
ガ
ン
復
興
」
が
始
ま
っ
て
一
年
後
の

0
1
―
―
年
一
一
月
、

「
パ
キ
ス
タ
ン
在
住
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
二

0

0
万
人
中
、

一
四
0
万
を
婦
し
た
」
と
発
表
し
た
。
だ
が
、
実
数
は
少

し
も
減
っ
て
い
な
い
。

0
五
年
秋
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は

「
ア
フ
ガ
ン
難
民
・
三
0

0
万
人
」
を
訴
え
、
悲
鳴
を
上

げ
て
い
る
。
都
市
貧
困
層
の
大
半
は
、
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
」

の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な
い
。

こ
と

他
方
、
戦
火
は
拡
大
し
て
い
る
。
殊
に
ア
フ
ガ
ン
東
部

（
ク
ナ
ー
ル
州
、
ザ
ー
ブ
ル
州
、
パ
ク
テ
ィ
ア
州
）
で
は
、

年
を
追
っ
て
空
爆
が
増
し
て
お
り
、
軍
事
力
の
増
強
が
図

ら
れ
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ン
進
駐
の
米
軍
は
、

0
二
年
の
一

万
二
千
名
か
ら
、
今
や
一
万
八
千
名
、
加
え
て
英
軍
が
四

千
名
を
増
派
、

N
A
T
O
軍
増
強
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

と
ど

0
万
年
は
、
そ
れ
ま
で
カ
ー
ブ
ル
に
留
ま
っ
て
い
た

I
S

A
F
（
国
際
治
安
維
持
部
隊
）
が
東
部
地
区
に
展
開
、
カ

ナ
ダ
軍
な
ど
に
少
な
か
ら
ぬ
死
傷
者
が
出
て
い
る
。

学
校
や
モ
ス
ク
な
ど
へ
の
誤
爆
が
相
次
ぎ
、
学
童
や
市

民
の
犠
牲
者
も
絶
え
な
い
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
態
に
対
す
る

人
々
の
反
応
は
、
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
の
暴
動

(
0
万
年
五

月
）
、
カ
ー
ブ
ル
の
市
街
戦

も
ど
き
の
暴
動

(
O
六
年
六

月
）
に
ま
で
発
展
、
戒
厳
令

に
近
い
布
告
が
出
さ
れ
た
。

人
々
は
「
米
軍
撤
退
は
遠
か

ら
ず
」
と
感
じ
始
め
て
い
る
。

0
五
年
一

0
月
、
米
軍
当
局

は
「
五
年
後
に
撤
退
」
と
の

見
方
を
示
し
た
が
、
行
き
先

は
不
透
明
で
あ
る
。

一
方
、
大
旱
魃
は
な
お

も
進
行
中
で
あ
る
。

0
五
年

春
の
降
雨
・
降
雪
は
一
時
的

灌漑によりクス＇・クナール地域 500ヘクタールが耕地化した

（上は灌漑前＝03年2月、下は灌漑後＝06年3月）

な
希
望
を
持
た
せ
た
が
、
六
月
の
異
常
気
温
で
逆
に
大
洪
水

を
招
き
、
河
川
が
氾
濫
、
食
糧
生
産
に
更
に
打
繋
を
与
え
た
。

と
ど

0
六
年
冬
は
異
常
な
少
雨
に
見
舞
わ
れ
、
止
ま
る
こ
と
の
な

い
旱
魃
に
人
々
は
強
い
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
危
機
感
を
抱

い
た
ア
フ
ガ
ン
政
府
は
、
「
国
民
の
半
数
が
ま
と
も
な
食
糧
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
訴
え
て
「
貯
水
池
」
を
奨
励
す

る
布
告
を
出
し
た
が
、
外
国
諸
団
体
は
殆
ど
が
首
都
カ
ー
ブ

ル
に
集
中
、
農
村
の
砂
漠
化
は
大
き
な
国
際
問
題
と
し
て
は

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
0

0
六
年
は
史
上
最
悪
の
旱

魃
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

か
く
て
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
人
々
の
心
情
が
自
然
と
暴

力
的
な
反
抗
に
傾
い
て
ゆ
く
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

タ
リ
バ
ー
ン
勢
力
の
活
発
化
は
、
こ
の
よ
う
な
民
心
を
背

景
に
し
て
い
る
。

こ
の
情
勢
の
中
で
、
我
々
の
活
動
は
、
「
ま
ず
パ
ン
と
水
」
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を
求
め
、
旱
魃
対
策
に
全
力
が
注
が
れ
た
。
マ
ル
ワ
リ
ー

ド
（
真
珠
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
用
水
路
建
設
は
、

0
五
年

四
月
に
な
っ
て
取
水
口
か
ら
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完

か
ん

成
、
第
一
次
灌
水
が
始
め
ら
れ
た
。
0
六
年
四
月
に
は
一

0

・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
第
二
次
灌
水
を
実
現、

砂
漠
化
し
て
放
置
さ
れ
た
計
五
0
0
町
歩
（
約
五
0

0
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
を
回
復
、
多
く
の
難
民
た
ち
が
婦
農
し
た
。

わ
が
用
水
路
で
直
接
泄
漑
に
浴
す
る
面
積
は

0
六
年
五
月

現
在
、
五
五
0
町
歩
、
冬
の
渇
水
期
に
他
の
水
路
に
余
水

を
送
り
、
加
え
て
約

一
千
町
歩
の
小
麦
の
枯
死
を
防
い
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
た
ち
の
信
頼
を
獲
得
し
た
我
々

は
、
戦
火
と
反
米
感
情
の
広
が
る
中
、
絶
対
的
な
安
全
を

手
に
し
た
と
言
え
る
。
実
際
、
用
水
路
工
事
現
場
付
近
で

外
国
人
誘
拐
と
襲
撃
が
頻
発
す
る
中
、
何
事
も
な
か
っ
た

か
の
よ
う
に
着
々
と
仕
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

井
戸
事
業
は
、
地
下
水
の
枯
渇
と
同
時
に
、
内
部
の
綱

•
し

紀
の
弛
み
で
伸
び
悩
ん
で
い
た
が
、

0
五
年
度
に
全
井
戸

事
業
を

一
時
撤
収
し
、
建
て
直
し
が
圏
ら
れ
た
。
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
の
新
事
務
局
態
勢
で
、
将
来
に
向
け
て
確
実
な

礎
石
が
置
か
れ
た
。
家
賃
の
高
騰
、
水
事
業
の
大
規
模
化
、

長
期
的
取
り
組
み
を
考
慮
し
、
新
政
府
か
ら

一
万
平
方
メ

ー
ト
ル
の
土
地
を
得
て
、
基
地
オ
フ
ィ
ス
を
移
転
し
た
。

今
後
、
公
共
性
の
高
い
と
こ
ろ
に
集
中
し
、
着
実
な
歩
み

が
予
想
さ
れ
る
。

医
療
事
業
は
、

0
五
年
度
に
米
軍
の
活
動
で
ク
ナ
ー
ル

州
奥
地
の
二
診
療
所

（ダ
ラ
エ
・
ピ
ー
チ
、
ヌ
ー
リ
ス
タ

ン
・
ワ
マ
）
を
現
地
行
政
に
移
譲
し
た
が
、
悪
条
件
の
中
、

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
（
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
）
、
ラ
シ
ュ

卜
診
療
所
（
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
国
境
）
を
維
持
し
て
い
る
。

2
 

0
五
年
度
は
九
二
、
三
0

一
名
が
診
療
を
受
け
た
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
基
地
病
院
、
各
診
療
所
の
主
要
実
績
は
別
表

2
の
通
り
。
用
水
路
工
事
の
進
展
に
伴
っ
て
医
療
以
外
の

仕
事
が
増
え
、
か
つ
医
療
職
の
人
材
流
出
が
続
く
悪
条
件

の
中
を
、
持
ち
こ
た
え
て
い
る
。
し
か
し
、
重
機
な
ど
の

機
材
、
修
理
を
始
め
、
か
な
り
の
資
材
を
パ
キ
ス
タ
ン
側

に
依
存
す
る
状
態
で
、

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療

サ
ー
ビ
ス
）
基
地
病
院
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
る
。

0
四

年
度
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ク
ナ
ー
ル
州
の
二
つ
の
診
療

所
を
移
譲
し
た
も
の
の
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
中
心
と
す
る
診

療
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

●
0
五
年
度

(
0
五
年
四
月
か
ら
0
六
年
三
月
）
の
詳
し
い

診
療
数
は
別
表
5
の
と
お
り
。
総
診
療
数
九
二
、
三
0

-

名
（
う
ち
外
米
八
六
、

0

0
五
名
、
の
べ
外
傷
治
療
五
、

一
七
八
名
、
入
院
治
療
一
、

一
一
八
名
）
で
あ
る
。

●
ハ
ン
セ
ン
病
お
よ
び
類
似
障害
の
診
療
…
•
•
•
ハ
ン
セ
ン
病

の
外
来
受
診
者
七
八
名
、
入
院
治
療
受
け
た
者
一
四

一
名
。

●
基
地
病
院
に
お
け
る
検
査
件
数
は
ニ

一
、
0

0
四
件
で
、

内
訳
は
別
表
3
の
通
り
。

飲
料
水
源
確
保
事
業

二
0
0
0
年
七
月
、

旱
魃
被
害
の
著
し
か

っ
た
ダ
ラ

た
ん

エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
付
近
に
端
を
発
し
た
本
事
業
は
、

0

三
年
六
月
に
は
井
戸
一
千
本
を
超
え
、

0
六
年
五
月
現
在
、

一
四
0

0
本
を
超
え
た
。
こ
の
中
に
は
灌
漑
用
井
戸
―
一
、

医
療
事
業

05
年
度
事
業
報
告
及
び
06
年
度
の
計
画

カ
レ
ー
ズ
三
八
本
が
含
ま
れ
る
。
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
下
流

域
は
、
見
違
え
る
ほ
ど
緑
が
よ
み
が
え
っ
て
い
る
。

だ
が
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
全
体
で
見
る
と
、
地
下
水
位

は
下
が
り
続
け
て
お
り
、
再
掘
削
し
た
も
の
が
大
半
で
あ

る
。
全
域
で
一
四
0

0
本
の
維
持
補
修
に
当
た
る
の
は
不

可
能
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
住
民
の
自
立
を
損
な
う
だ
け
で

な
く
、
予
算
上
で
も
泥
沼
状
態
に
陥
っ
た
。
こ
の
た
め
、

ア
チ
ン
郡
で
採
用
し
た
「
即
時
譲
渡
、
住
民
自
主
管
理
」

を
進
め
て
き
た
が
、
職
員
が
利
害
関
係
に
巻
き
込
ま
れ
、

動
き
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
新
方
針
を
採

り
、
「
全
水
源
を
住
民
に
譲
渡
、
い

っ
た
ん
井
戸
掘
り
事

業
を
解
散
。
そ
の
後
に
再
開
し
て
公
共
性
の
高
い
場
所
に

集
中
す
る
こ
と
」
が
断
行
さ
れ
た
。

0
五
年
度
は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
の
新
態
勢
を

整
え
つ
つ
、
ほ
ぼ
全
て
の
譲
渡
を
完
了
、
全
井
戸
事
業
を

停
止
し
た
。
職
員
も
数
名
を
残
し
て
次
の
段
階
に
備
え
た
。

少
な
か
ら
ぬ
職
員
た
ち
が
過
去
の
業
績
と

P
M
S
の
名
声

の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
こ
れ
に
個
人
的
な
利
害
が
絡
ん

で
き
た
の
で
、
弊
風
を
一
新
し
て
出
直
す
必
要
も
あ
っ
た
。

懸
案
は
、
や
っ
と
実
行
に
移
さ
れ
、

0
六
年
度
に

「再
出

発
」
と
な
る
。
0
五
年
度
の
業
績
は
別
表
4
の
通
り
。
作

業
地
が
増
え
て
い
な
い
の
は
、
以
上
の
事
情
に
よ
る
。

こ
れ
ま
で
会
報
で
再
一
一
一述
べ
て
き
た
の
で
、
詳
細
は
過

去
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
0

0
五
年
四
月
、
岩
盤
周
り
の
難
所

（四
・
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
点
）
を
越
え
、
念
願
の
第

一
次
灌
水
が
始
め

ら
れ
た
。

0
三
年
―
―
一
月
着
工
か
ら
二
年
で
あ
る
。
年
度
末

に
は
一

0

・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
完
成
、

0
六
年

3
．
灌
漑
事
業
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四
月
、
第
二
次
灌
水
で
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
下
流
域
を
部
分

的
に
潤
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
過
去
の
旱
魃
で
無
人
の

荒
野
と
な
っ
て
い
た
田
畑
、
約
五

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
年

度
内
に
回
復
、
緑
野
を
取
り
戻
し
た
。

0
六
年
五
月
現
在
、

灌
水
の
面
積
は
正
確
に
は
以
下
の
通
り
。

(
1
)
過
去
の
旱
魃
で
砂
漠
化
し
て
い
た
耕
地
…
…
約
四

八
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
2
)
元
来
の
沙
漠
が
耕
地
と
な
っ
た
地
域
…
…
約
五
0

ヘ
ク
タ
ー
ル

(
3
)
冬
の
取
水
が
困
難
と
な
っ
た
他
の
用
水
路
へ
の
供

給
…
・
・
推
定
約
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

い
ず

(
1
)
と

(
2
)
は
、
何
れ
も
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
シ
ェ
イ

ワ
郡
ク
ズ
・
ク
ナ
ー
ル
地
方
。

(
3
)
は
既
存
の
地
域
最

大
の
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
潤
す
「
シ
ェ
イ
ワ
用
水
路
」

し
●
ん
d
.
c

へ
の
給
水
。
大
洪
水
で
取
水
口
が
埋
ま
り
、
浚
渫
困
難
で

冬
の
取
水
量
が
半
分
以
上
低
下
し
て
い
た
。

P
M
S
も
努

力
し
た
が
完
全
復
旧
が
不
可
能
と
判
断
、
我
々
の
マ
ル
ワ

リ
ー
ド
用
水
路
か
ら
余
水
を
送
っ
て
回
復
し
た
も
の
で
あ

る。
な
お
、
過
去
の
会
報
で
述
べ
て
き
た
「
第
一
期
工
事
・

全
長
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
全
長
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
」
に
訂
正
す
る
。
こ
れ
は
主
に
、
ル
ー
ト
の
短
縮
と
測

最
誤
差
に
よ
る
。

0
五
年
度
は
、
以
上
の
主
水
路
の
延
長
と
共
に
、
分
水

路
の
整
備
、
大
洪
水
・
集
中
豪
雨
に
よ
る
決
壊
部
の
復
旧

工
事
、
取
水
口
の
改
修
が
重
な
り
、
大
き
な
努
力
が
払
わ

れ
た
。マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
、
0
六
年
度
中
に
残
る
ブ
デ

ィ
ア
ラ
イ
村
ニ
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
成
し
、

0
七
年

度
か
ら
始
ま
る
第
二
期
工
事
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
以
っ
て

表1 用水路の概要（第一期工事、全長13キロメートル）

①名称；アーベ・マルワリード（真珠の水）

②全長；第一期工事13km。 （第二期工事を入れると計約20km) 

③灌漑面積；総計4,000ヘクタール以上。

1) 往時にダラエ・ヌール渓谷の水に依存してきた地域；約1,200ヘクタール、

2) 新たに開墾され得る地域；約800ヘクタール

3) 既存水路（シェイワ用水路、シギ用水路）への供給で保たれる面積；約2,000ヘクタール以上

④最大取水量；増水期毎秒6.5トン（限界最大；毎秒7.5トン）、渇水期；毎秒5.5トン。 一日呈では50

万トンに相当する。

⑤平均傾斜； 0.0007

⑥クナール河との落差； 4.Skm地点で18m、10.2km地点で24m（何れも冬季）

⑦推定損失水量； 20-30%（開通直後）

⑧付帯設備；取水堰；幅40m、長さ220mの斜め堰を巨石、 60トン蛇龍で造成

護岸（取水部） ；蛇寵工 高さ lmの蛇籠4段を円形ピラミッド状に積上

護岸（洗掘決壊危険部） ；石出し水制4、導流堤 1 (100m) 

堰板・巻上げ式水門；取水部で2 （三連）、沈砂池で 1（四連）

スライド式水門；主水路2 （三連）、分水路5

沈砂池； 1.6km地点、長径380m、短径330m

道路横断暗渠； 3 （長さ10m)

枯れ川横断サイフォン； 6 （長さ30-80m)

遊水池； 7km地点 1 

樹林帯；用水路内側は全長にわたって柳枝エ、

集中豪雨危険地帯3ヶ所；クワ、ユーカリ、柑橘類らの森造成

水路外側の高い斜面；クワ、オリーブによる根固め

分水路； 5 （幅1.5m、計5.5km) 

貯水池； 3ヶ所（ブデイアライ村）

年間予想収穫量（灌漑面積4,000ヘクタールとして計算）

裏作；小麦15,000-20,000トン

表作；トウモロコシなら16,000トン以上、土質によってはコメ数万トン

（なお、一般に現地の土は保水性が極めて優れ、灌漑面積と送水量の相関は、日本の基準と必ずしも一致しない。）

⑨
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完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ

ル
州
北
部
の
穀
倉
地
帯
は
往
時
の
農
業
生
産
を
完
全
に
回

復
し
た
上
、
新
た
な
耕
作
地
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
0
六
年
度
は
、
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
村
上
流
（
ダ
ラ

エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
）
に
貯
水
池
を
多
数
設
け
る
予
定
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
で
最
も
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

比
較
的
低
い
（
四
干
メ
ー
ト
ル
以
下
）
山
の
雪
に
依
存
し

て
き
た
所
（
中
小
河
川
流
域
）
で
あ
る
。
大
河
川
か
ら
の

取
水
は
む
し
ろ
例
外
的
で
、
こ
ち
ら
の
方
が
広
域
に
わ
た

る
旱
魃
対
策
の
モ
デ
ル
と
な
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

付
け
加
え
る
と
、
初
め
か
ら
無
人
地
帯
で
あ
っ
た
と
思

え
た
荒
野
も
、
帰
農
し
た
住
民
の
話
か
ら
‘

1

0
年、

ニ

0
年
、
三
0
年
前
か
ら
と
、
次
第
に
増
加
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
中
小
河
川
の
水
量
減
少
と
農
地
の
砂
漠
化

が
、
相
当
前
か
ら
徐
々
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 灌漑用水路の最先端工区に近い、

1地区の掘削作業現場

5
 

4
．
農
業
計
画
（
農
業
チ
ー
ム
に
よ
る
詳
細
な
報
告
あ
り
）

場
所
に
よ
っ
て
は
、
ダ
ウ
ー
ド
政
権
時
代
(
-
九
七
四

ー
ー
七
八
）
以
前
か
ら
の
も
の
も
あ
り
、
少
な
く
と
も

ア
フ
ガ
ン
東
部
農
村
で
は
、
旱
魃
が
難
民
化
の
主
因
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
試
験
農
場
で
は
、
0
五
年
度
の
成

果
は
以
下
の
と
お
り
。

(
1
)
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
、
現
地
の
原
種
（
シ
ャ
フ

タ
ル
）
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
広
が

る
勢
い
を
見
せ
て
い
る
。

(
2
)
日
本
米
二
冗
来
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
用
に
作
っ
た

と
こ
ろ
、
単
位
収
穫
是
が
優
れ
、
周
辺
農
家
が
興
味

を
示
し
て
い
る
。
イ
ン
デ
イ
カ
種
（
長
粒
米
）
か
ら

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
（
短
粒
米
）
に
一
変
し
た
ス
ワ
ト

（
パ
キ
ス
タ
ン
）
の
例
も
あ
る
の
で
、
拡
が
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。

(
3
)
サ
ツ
マ
イ
モ
ぶ
昨
年
に
続
き
、
普
及
の
勢
い
を
見

せ
て
い
る
。

(
4
)茶
の
栽
培
~
上
流
の
ウ
ェ
ー
ガ
ル
村
に
移
し
て
か

ら
、
周
辺
農
家
に
配
っ
た
苗
が
大
き
く
な
り
、
希
望
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
他
、
ソ
バ
な
ど
も
試
み
ら
れ
た
が
、
ー
現
地
の
人
々

の
好
み
や
食
文
化
の
問
題
も
あ
り
、
な
お
手
探
り
だ
と
言

え
る
。
0
六
年
度
は
新
た
な
試
み
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

継
続
で
、
地
道
な
研
究
が
続
け
ら
れ
る
。

ワ
ー
カ
ー
派
遣
事
業

用
水
路
工
事
が
拡
大
し
て
、
更
に
働
く
人
材
が
求
め
ら

れ
る
。
任
務
期
間
を
叢
低
二
年
と
し
て
か
ら
、
や
や
安
定

6

そ
の
他

し
て
き
た
が
、
増
員
と
共
に
長
期
滞
在
者
が
必
要
な
こ
と

が
痛
感
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
絶
対
的
な
医
師
不
足
は
続

い
て
お
り
、
こ
れ
も
日
本
人
医
師
を
希
望
し
て
い
る
。

0
五
年
度
被
派
遣
者
は
別
表
6
の
通
り
。

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
水
対
策
事
務
所
は
、
長
期
態
勢
を
築

く
べ
く
、
0
六
年
三
月
、
借
家
か
ら
政
府
公
用
地
へ
移
転

し
た
。
設
計
・
施
工
は
全
て
自
前
で
行
い
、
一
万
平
米
の

敷
地
に
、
こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
資
機
材
置

き
場
も
集
め
、
管
理
が
容
易
と
な
っ
た
。

中
村
哲
（
な
か
む
ら
て
つ
）
九
州
大
学
医
学
部
卒
。
専

門
1
1
神
経
内
科
（
現
地
で
は
内
科
・
外
科
も
こ
な
す
）
。

国
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン

北
西
辺
境
州
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
一
―

十
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱

に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
一
九
八
六
年
か
ら

は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開
始
、
ア
フ
ガ
ン

北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
設
立
。
九
八
年
に
は

基
地
病
院
P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病

院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
っ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ

ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
行

っ
て
い
る
。
二
0
0
0
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘

り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
四
百
ヶ
所
以
上
）

事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
―

1
0
0
―
一
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン

東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」

を
継
続
、
二
0

0
三
年
春
か
ら
は
そ
の

一
環
と
し
て
灌

漑
水
利
計
画
に
着
手
。
年
間
診
療
数
約
九
万
人
（
二
〇

0
五
年
度
）
。
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表2 各診療所の主な診療内訳 表5各診療所の診療数と検査件数の内訳

外康数 外悩治療数 入脱致

PMS基地病院 36,906 3,662 1,118 

ラシュト診療所 4,378 146 

ダラエ・ヌール診療所 44,721 1,370 
Total 86,005 5,178 1,118 

表3 PMS病院検査数の内訳

血液 3,103 
尿 3,185
便 2,018

らい菌塗沫検査 99 
抗酸性枠菌 356 
祖 7血液7イルム 1,542 
リーシュマこ7 80 
生化学 1,863 
レントゲン 3,388 

心電団 646 
超音波断層写真 2,562
心エコー 63 
細菌 〇

休液（髄液翡腹水等） 10 
その他 1,778
内視鏡 311 

病理紺織検査 。
小計21,004

表4水源確保事業の現状
（ ）内は完成した井戸・修復したカレーズの数
(2006年4月15日現在。第I期井戸事槃は同日を以て完
了し、 4月16日より第11期井戸事業を開始）

財耕戸 醸師 iヤーズ 計

ダう工，ヌー／V395 (263) 11 (11) 38 (38) 444 (444) 

'） IV 7日ッド屈 542 (542) 542 (542) 

日ダト昴 263 (263) 263 (263) 

カイバル峠 4 (4) 4 (4) 

アチン翡 171 (171) 171 (171) 

スタッフ用 20 (20) 20 (20) 

その他 17 (17) 17 (17) 

合訃 1412 (1412) 11 (11) 38 (38) 1412 (1412) 

目名 バキスタン アフガニスタン

紺域名 ペシが7→h ラシュト' it棄蔀山岳地帯
病嘉・診痺所名 PMS ラシュト ダラエ・ヌール

雌患者紺 36,906 I 4,378 I 44,121 
．．．ー・・・・・・・・・•--------------・----------・----------
（雌訳） 一殷

--・ 
35,978 I 4,331 I 42,517 

············-・→·· ··----------·-·-----·--·--------—鴫~ー・・

ハンセ嗜1I 76 I 2 I o 
···---······--····•·- · -疇-戸 →●-... ----. ----・----. -.. -. --. 

てんかん 547 I 7 I 297 
・--・-·-・~・ . .ー・ ・→・・ー・ー ・--・・--. --. --. -. ---・・--. -----. -.. -
結桟 231 I O I I . -. -..... -.......... ---. -. --. ~. -.. --.. -.... ---. ---. -. -
芍リア 74 I 38 I 1.906 

入院患者穏数 1,118 
---·-···-・•---.. --•· -..... ---~-... --....,.. -....● ● ●ー・・

（隋~) I＼ンセン病 141 
.．．．．ら.．．．．．---------------—~---------ー,---------.... 

晒冷洲 977 

外傷治療総徴 3,662 

甜躊薮 2 

検紐穀 21,004 .... -.............,. -. -------~ ---.. ----.,.. --. ---.. -.. 
（醐） 血液一般 3,103 
--------＿ー・• • --・ ・ • r -・ -・ ----・ r -----• -• --1ヤー―------• ---

尿 3,185
桁 ――-----2:0-l8―--ト----------1-------------
--------------
暉謝縛菌 356 

146 1,370 

7,290 

816 

1,275 

1,188 

---------―’-------------77 

マラリア| 1,622 I - I 3,443 
りー）J.t9

.....→ ・ • -・ • -.．．．．.「―――:1・20 ---r ・ ・ ---: ---―|―-----49j" --. 
吃の他 10,no I - I 491 

リハピリテーション
蒻為数

戸・ワーi
ショ，，プ飯弱捻＇ 、`

7,322 

35 

表6現地派遣ワーカー

氏名 巖種 倣遣開始 現在 氏名 服種 派遣開始 現在

0医椴 15鬼木稔 眉水路 2004年5月 継統中
1藤田千代子 院長代理・看護部長 1991年9月 継粒中 16重住正幸 事務 2004年9月 2005年9月柊了
2中山樽喜 会訃 2001年4月 2006年3月終了 17酉野大介 用水路 2004年9月 2005年7月終了
3坂尾美知子 臨床検介技師 2002年7月 継粒巾 18杉山大二朗 事務 2005年2月 継粒巾
4紺野道寛 朽玖一」レ請醗謄且 2003年7月 継粒中 19芹i翠誠恰 事務 2005年4月 継統巾
5村井兆義 会計 2005年3月 継粒中 20横山尚佑 開水路 2005年9月 継統巾
6 i雌本定子 器局 2005年9月 継統中

c定肌，短開派遣者
c灌漑月水路建設計画・農業計画 21裔椅修 農粟顧問 2002年3月 定期
7宮路正仁 井戸担当 2002年II月 2005年10月終了 22石橋患肌 月水路 2003年12月 定期
8近藤真一 月水路 2003年1月 継籠中 23開神桐 医帥 2005年9月 屈期派遣
沿木村恰 月水路 2003年6月 2005年9月終了
10伊藤利也 農業 2003年12月 継紐巾 c2006年度新規ワーカ
11本日詞一蹄 月水路 2004年1月 継紐巾 24竹内英允 PMS病院 2006年4月 継読中
12松永貴朋 支昴会計 2004年4月 継統巾 25木薮健児 月水路 2006年5月 継絣中
13進藤陽一祁 農業 2004年5月 継統中 26荒野一夫 炊事担当 2006年6月 継続中
14神戸秀樹 用水蹄 2004年5月 2006年5月終了
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2005年度の主な収支
寄付を頂きました団体の御名前につきましては紙面の都合上、割愛させていただきます。

期間 2005年4月～2006年3月

一般会計（単位：円）

［収入の部］

. 1 会費•寄付

2 補助金等

3 収益事業収入

苔藉等販売収入

4 利息雑収入

5 その他収入

6 基金繰入

年度収入計

前年度繰越

収入計

収益事業会計

［収入の部］

害箱売上

カレンダー等売上

ピデオ売上

雑収入

売上収入計

［経費の部］

書籍原価

カレンダー制作・販売費

ビデオ仕入額

送料等経費

経費合計 ・

前期繰越損失

事業税

当期収益（一般会計繰入）

238,783,167① 

゜2,314,278 
2,314,278 

2,537 

21,569 

150,000,000② 

391,121.551 

5,729,596 

396,851,147 

2,611,843 

4,540,000 

118,000 

209,780 

7,479,623 

165,167 

4,151,100 

26,250 

576,000 

4.918.517 9 9 

23,548 

223,280 

2,314,278 

［支出の部］

1 現地協力費

うちPMS運営費

井戸掘り事業

農業支援事業

灌漑用水路

アフガン事務所

現地ワーカー費

渡航費

国内活動費

2 広報費

3 事務局費

年度支出計

次年度繰越

支 出計

「いのちの基金」残高
期首残高

一般会計へ繰入

期末残高

①
個
人
会
費
寄
付
（
個
人
一
八
、
四
四
九
件
、

②
「
い
の
ち
の
碁
金
」
か
ら
繰
入

③
バ
キ
ス
ク
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
ク
ソ
診
療
所

④
飲
み
水
等
供
給
事
業

⑤
作
物
脊
成
試
験
等

⑥
農
業
用
灌
漑
用
水
路
建
設

⑦
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所

⑧
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
費③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

 

5894
叩

679
感

□349

知

郎

血

汎

145992

塁

3
4
9
6
3
4
1
2
隅

見

1
1
7
6,101,636 

3,694,384 

L0,549,124 

364,195,139 

32,656,008 

396,851,147 

650,000,000 

150,000,000 

500,000,000 

····--------- -··-·-·-鴫•● ●疇---------------・・-
＇ 未使用切手、書き損じ葉書の寄付 ： 
寄付いただいた件数 1,000件 ： 
未使用切手枚数 50,520枚

同金額 3,551,575円相当 ：

書 き損じ葉書枚数 28,009枚 ， 

同 金額 1,374,268円相当：

合計金額 4,925,843円相当：

＊会報発送費用等の節約になっています。 ： 

団
体
九
三
二
件
）

●2005年度平業額（支出ベース）
396,851,147円

事業規模（寄付件数・事業額）の推移 1983~2005（年度）

.so．糾1.5

36.-113.9 

沙，~62A
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●
農
業
計
画
報
告
l

実
り
多
か
っ
た
こ
の
一
年

飼
料
・
食
用
作
物
と
も
に
着
実
な
成
果

農
業
計
画
現
地
担
当

農
業
計
画
が
始
ま
っ
て
四
年
、
今
回
は
少
し
胸
を
張
っ

て
報
告
で
き
る
こ
と
を
婚
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「緑
の
大
地
計
画
」
と
名
付
け
て
農
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
二
0

0
二
年
の
三
月
で
し
た
。
こ
の
時
、
特
に

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
下
流
域
は
見
渡
す
限
り
砂
漠
化
し

た
農
地
で
し
た
が
、
現
在
で
は

P
M
S
が
掘
削
・
修
復
し

た
灌
漑
用
の
井
戸
と
カ
レ
ー
ズ
（
横
穴
式
の
地
下
水
路
）

か
ら
供
給
さ
れ
る
水
に
よ
り
、
急
速
に
緑
豊
か
な
農
地
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
に
設
置
し
た
ニ
ヶ

所
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
（
試
験
農
場
）
の
試
験
作
物

ひ
と
き
わ

は、

一
際
輝
く
ほ
ど
立
派
に
生
育
し
、
「
緑
の
大
地
計
画
」

の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

農
業
計
画
四
年
間
の
結
実
、
「
収
穫
祭
」
の
開
催

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の
内
容
説
明
は
後
回
し
に
し
て
、

ま
ず
収
穫
祭
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

昨
年
―
一
月
一
七
日
に
村
の
長
老
と
関
係
農
家
を
招
待

し
、
大
々
的
に
試
験
作
物
の
試
食
・
紹
介
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

P
M
S
も
中
村
先
生
を
は
じ
め
、
ま
た
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
も
関
係
者
全
員
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
冒
頭
中
村
先
生
か
ら
、
参
集
者
に
対
し
て
「
農
業
計

め

ど

画
も
少
し
ず
つ
目
途
が
つ
い
て
き
た
。

P
M
S
は
今
後
と

も
食
糧
の
増
産
と
生
活
の
安
定
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
カ

強
い
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
藤
和
也
・
進
藤
陽
一
郎

農
業
指
導
員

当
日
、
「
現
地
の
人
達
の
口
に
合
う
か
な
」
と
恐
る
恐

る
出
し
た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
日
本
米
の
現
地
風
ガ
ー

リ
ッ
ク
ラ
イ
ス
、
②
大
豆
の
現
地
風
甘
辛
煮
、
③
サ
ツ
マ

イ
モ
の
チ
ッ
プ
ス
揚
げ
、
④
日
本
種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
入
り

の
ナ
ン
、
⑤
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
番
茶

e

t
C
で
す
が
、
（
お
世
辞
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
）
何
れ

も
大
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
当
日
、
参

集
者
に
対
し
て
、
水
稲
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
子

を
お
土
産
と
し
て
配
布
し
ま
し
た
。

会
食
の
過
程
で
私
た
ち
か
ら
、
作
物
ご
と
に
栽
培
の
目

的
と
栽
培
技
術
の
ポ
イ
ン
ト
並
び
に
料
理
法
を
説
明
し
、

あ
い
あ
い

こ
れ
を
元
に
活
発
に
、
和
気
謡
々
の
雰
囲
気
で
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
大
成
功
の
う
ち
に
収
穫
祭
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
収
穫
祭
の
成
功
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

た
ま
も
の

い
た
だ
い
た
温
か
い
ご
支
援
の
賜
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
農
業
計
画
発
足
の
前
段
階
に
お
け
る

H
黒
ワ
ー
カ
ー

の
準
備
作
業
、
発
足
直
後
か
ら
二
年
半
に
わ
た
る
橋
本
ワ

ー
カ
ー
の
下
地
作
り
の
活
動
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
収
穫
祭
は
、
過
去
四
年
間
、
総
じ
て
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
進
め
て
き
た
農
業
計
画
の
ひ
た
む
き
な
努
力

と
経
験
の
結
実
で
あ
り
、
次
の
段
階
へ
の
跳
躍
台
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高

橋

修

ま
ず
主
食
用
の
作
物
を

4年間の結実、「収穫祭」に集まった地元農家の人々 (05年11月17日）

初
め
に
収
穫
祭
に
使
っ
た
水
稲
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

こ
の
品
種
は
日
本
か
ら
持
ち
込
み
、
収
穫
期
に
お
け
る
鳥

類
の
被
害
を
回
避
す
る
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
（
地
元
）
品
種

と
同
じ
栽
培
パ
タ
ー
ン
を
採
用
し
、
六
月
下
旬
に
田
植
し

て一

0
月
上
旬
に
刈
り
取
り
ま
し
た
。
収
呈
は
一

0
ア
ー

ル
(
-
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
当
た
り
五
九
0
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
日
本
の
平
均
収
贔
よ
り
も
遥
か
に
高
く
、
私
た
ち
自
身

が
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
日
本
米
の
味
も
好
評
で
種
籾
の

配
布
希
望
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。
中
村
先
生
に
よ
る
と
、

「
農
家
は
、
ロ
ー
カ
ル
品
種
は
販
売
し
て
自
家
用
に
日
本

種
を
栽
培
す
る
と
言
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

今
年
は
、
日
本
種
の
難
点
で
あ
る
脱
穀
作
業
を
容
易
に
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す
る
た
め
、
日
本
の
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
使
わ
れ

て
い
た
の
と
同
じ

II

千
歯
こ
き
“
を
試
作
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

水
稲
と
同
時
に
収
穫
祭
に
使
っ
た
大
豆
は
、

0
三
年
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
熱
帯
に
適
し
た
品
種
を
持
ち
込
み
ま

し
た
が
、
二
年
間
の
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
栽
培
技
術
の
目

途
が
つ
き
、
昨
年
の
収
量
は
、
日
本
の
平
均
収
最
に
匹
敵

す
る
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
一
七
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
到
達

し
ま
し
た
。
大
豆
栽
培
の
狙
い
は
、
”
畑
の
肉
II

と
称
さ

れ
る
栄
養
価
に
よ
っ
て
農
家
の
食
生
活
を
改
善
す
る
と
と

も
に
、
豆
科
作
物
の
栽
培
に
よ
っ
て
土
壌
を
肥
沃
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

小
麦
は
昨
年
の
秋
か
ら
初
め
て
本
格
的
に
取
り
紺
み
ま

し
た
が
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
三
一

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
収
穫

稲穂も重い日本米の収穫風景 (05年10月）

で
き
、
見
事
に
麦
秋
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

収
量
は
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
準
で
私
た
ち
も
驚
い

て
い
ま
す
。
栽
培
に
当
た
っ
て
心
が
け
た
こ
と
は
適
期
播

種
と
適
期
作
業
が
主
で
す
が
、
簡
単
な
こ
と
で
も
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
の
璽
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

飼
料
作
物
は
普
及
段
階
へ

飼
料
作
物
で
あ
る
ソ
ル
ゴ
ー
は
、
現
地
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
が
年
一
回
き
り
の
収
穫
で
あ
る
の
に
対
し
、
年
間
三
ー

四
回
、
収
景
も
一
―
―
ー
四
倍
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
現
地
で

栽
培
さ
れ
て
き
た
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
が
年
三
回
程
度

の
収
穫
で
あ
る
の
に
対
し
、
新
た
に
導
入
し
た
ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
ー
は
真
夏
と
厳
寒
期
を
除
い
て
一
•
五
ヶ
月
毎
、

年
六
同
以
上
収
穫
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
因

み
に
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
ー
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
原
産
地

で
、
所
々
に
野
生
種
が
生
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
私
た
ち

は
改
良
品
種
を
里
帰
り
さ
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た

こ
の
品
種
は
人
間
用
の
野
菜
と
し
て
も
好
評
で
、
時
々
近

所
の
子
供
達
が
新
芽
を
摘
み
に
や
っ
て
き
ま
す
。

両
作
物
と
も
、
現
地
に
合
っ
た
栽
培
技
術
が
確
立
で
き

干

ま
し
た
の
で
、
昨
年
か
ら
新
た
に
採
種
圃
を
設
け
、
周
辺

農
家
と
か
キ
ャ
ナ
ル
（
用
水
路
）
か
ら
新
た
に
灌
漑
さ
れ

る
地
域
に
種
子
を
配
布
す
る
段
取
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
飼
料
作
物
を
重
視
す
る
理
由
は
、
農
家
で
飼

わ
れ
て
い
る
牛
・
山
羊
・
緬
羊
等
の
家
畜
は
、
農
家
の
数

少
な
い
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
特
に
ミ
ル
ク
は

冬
季
の
貴
重
な
栄
養
源
で
あ
り
、
餌
の
確
保
は
家
畜
を
飼

育
す
る
上
で
至
上
の
命
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
因

み
に
現
地
に
は
、
四
季
を
通
じ
て
日
本
の
よ
う
な
餌
に
す

ひ

る
雑
草
が
極
め
て
乏
し
く
、
特
に
冬
季
は
干
か
ら
び
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
し
か
な
い
の
が
実
態
で
す
。

現
地
で
や
っ
て
い
る
サ
イ
レ
ー
ジ
作
り
の
方
法
は
、
深

く
掘
っ
た
穴
の
中
に
井
戸
枠
を
四
本
積
み
上
げ
て
サ
イ
ロ

を
作
り
、
そ
の
中
に
細
断
し
た
飼
料
作
物
を
詰
め
込
ん
で

-
•
五
ー
ニ
ヶ
月
間
乳
酸
発
酵
さ
せ
、
冬
季
用
の
家
畜
の

飼
料
を
作
っ
て
い
ま
す
。

0
三
年
か
ら
始
め
た
サ
イ
レ
ー
ジ
作
り
は
、
一
年
目
、

二
年
目
と
も
全
部
腐
敗
ま
た
は
大
半
が
腐
敗
す
る
な
ど
失

敗
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
一
云
一
年
目
に
し
て
初
め
て

完
全
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
、
農
家
と
と
も
に
歓
声
を

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
冬
季
の
ミ
ル
ク
生
産
に
役
立
っ
て
い

る
の
を
見
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

過
去
二
年
間
、
な
ぜ
腐
敗
す
る
の
か
原
因
が
分
か
ら
ず
、

一
時
は
「
中
断
も
止
む
な
し
」
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

ひ
と
し
お

し
た
の
で
、
今
年
の
成
功
は
感
慨
一
入
で
す
。

今
年
成
功
し
た
秘
訣
は
、
サ
イ
ロ
の
側
壁
に
ビ
ニ
ー
ル

フ
ィ
ル
ム
を
垂
ら
し
て
気
密
性
を
確
保
し
た
こ
と
、
ソ
ル

ゴ
ー
と
一
緒
に
詰
め
込
ん
だ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
糖
分
に
よ

うヽま

っ
て
発
酵
が
旨
く
進
ん
だ
こ
と
、
の
二
点
だ
と
判
断
し
て

い
ま
す
。
餌
が
乏
し
い
冬
季
ニ
ヶ
月
間
の
飼
料
が
サ
イ
レ

ー
ジ
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
こ
と
は
、
農
家
が
安
心
し
て

家
畜
を
飼
育
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

遂
に
成
功
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
作
り

飼料作物「ソルゴー」の生育も／1|龍目



11 ペシャワール会報 No.88 2006年6月28日

パイロットファーム近辺の人々が歓声を

上げてサツマイモを収穫 (05年11月）

今
年
の
秋
は
、
曲
唇
家
へ
の
普
及
を
目
的
と
し
、
よ
り
簡

便
な
、
井
戸
枠
を
使
わ
な
い
素
掘
り
の
穴
に
ビ
ニ
ー
ル
フ

イ
ル
ム
を
垂
ら
し
て
詰
め
込
む
サ
イ
レ
ー
ジ
作
り
に
挑
戦

し
ま
土
。

た
か
が
サ
ツ
マ
イ
モ
、

さ
れ
ど
サ
ッ
マ
イ
モ

こ
く
は
ん

サ
ツ
マ
イ
モ
は

0
三
年
以
来
、
黒
斑
病
の
発
生
と
種
芋

貯
蔵
技
術
・
育
苗
技
術
、
そ
れ
に
泥
棒
に
悩
ま
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
昨
年
は
漸
く
黒
斑
病
対
策
、
栽
培
技
術
対
策
の

目
途
が
つ
き
、
ま
た
種
芋
の
現
地
貯
蔵
に
つ
い
て
も
お
お

か
ん
ど
こ
ろ

よ
そ
勘
所
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
現
地
貯
蔵
し

た
種
芋
を
使
っ
て
育
苗
し
、
現
在
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
ま
だ
、
栽
培
技
術
の
全
般
に
つ
い
て
不
安
定

で
す
の
で
、
今
後
二
‘
―
―
一
年
試
験
栽
培
を
続
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
サ
ツ
マ
イ
モ
に
力
を
入
れ
て
い
る
理
由
は
、

ゃ

格
好
良
く
言
え
ば
、
痩
せ
た
乾
燥
地
で
栽
培
で
き
、
ま
た

同
じ
面
積
で
水
稲
の
二
倍
以
上
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
五
倍

以
上
の
人
口
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
年
輩
の

方
は
ご
承
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
六
0
年
前
の
敗
戦
前
後
、

日
本
で
も
小
学
校
の
校
庭
に
ま
で
サ
ツ
マ
イ
モ
が
栽
培
さ

れ
、
日
本
中
が
サ
ツ
マ
イ
モ
で
食
糧
難
を
乗
り
切
っ
て
き

ま
し
た
。
今
の
飽
食
の
日
本
で
は
”
た
か
が
サ
ツ
マ
イ
モ
"

か
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
地
の
食
糧
事
情
を
考
え
ま
す

と

II

さ
れ
ど
サ
ツ
マ
イ
モ
＂
な
の
で
す
。

し
か
し
私
た
ち
の
本
音
の
一
部
は
、
収
穫
時
に
お
け
る

村
人
の
「
ワ
ア
ー
、
デ
カ
イ
ゾ
ー
」
の
歓
声
が
、
何
事
に

も
代
え
難
い
喜
び
で
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ソ
バ
は

0
四
年
に
持
ち
込
み
、
栽
培
は
見
事
に
成
功
し

ま
し
た
が
、
調
理
法
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
ま
だ
普
及
の

H

途
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ソ
バ
は
、
初
秋
に
収
穫
す
る
ト

は
ざ
ヵ
＂

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
晩
春
に
収
穫
す
る
小
麦
の
端
境
期
に
ナ

ン
：
王
食
の
一
部
に
利
用
で
き
、
ま
た
七
0

1
八
0
日
と

い
う
極
め
て
短
期
間
に
収
穫
で
き
る
作
物
で
す
の
で
、
土

地
の
有
効
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
も
将
来
役
立
つ
作
物
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
ナ
ン
以
外
の
調
理
法
に
つ

い
て
も
鋭
意
研
究
中
で
す
。

か
ぽ
ち
ゃ

南
瓜
と
馬
鈴
薯
（
メ
ー
ク
イ
ン
）
の
春
作
は
、
昨
年
試

作
し
て
一
応
成
功
し
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
秋
作
に
も
挑

戦
し
、
年
二
回
収
穫
し
て
食
卓
を
賑
わ
す
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

0
二
年
の
秋
に
育
苗
を
開
始
し
、
0
三
年
の
秋
に
定
植

し
た
ブ
ド
ウ
は
、
現
在
結
果
期
を
迎
え
、
大
き
な
房
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
植
え
付
け
方
法
と

樹
形
づ
く
り
の
失
敗
も
あ
り
、
現
在
、
房
数
を
抑
え
な
が

ら
樹
形
の
仕
立
て
直
し
の
最
中
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

将
来
ブ
ド
ウ
を
販
売
用
の
作
物
に
育
て
、
現
金
収
入
の
一

助
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
当
面
の
悩
み
は
、
ブ
ド

換
金
作
物
と
し
て
ブ
ド
ウ
の
栽
培
も
木
腰

お
茶
の
取
組
み
は
試
行
錯
誤
・
悪
戦
苦
闘
の
足
跡
そ
の

も
の
で
す
。
0
二
年
の
六
月
に
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
五

0
本
の
苗
は
全
滅
、
0
三
年
の
三
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
試

験
場
で
貰
っ
た
一

0

0
本
は
半
分
が
枯
死
、
同
年
―
一
月

に
再
度
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
持
ち
込
ん
だ
一
千
本
は
七
割
が

枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
枯
れ
た
主
な
原
囚
は
高
温
と
ア

ル
カ
リ
土
壌
障
害
並
び
に
灌
水
不
足
で
す
が
、
細
か
い
管

理
作
業
に
慣
れ
て
い
な
い
農
家
の
休
質
も
か
な
り
影
響
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
苗
か
ら
種
へ
と
発
想
を
転
換
し
、
日
本
で
寄

謄
い
た
だ
い
た
茶
の
種
子
を
持
ち
込
み
、

0
四
年
の
―
二

試
行
錯
誤
・
悪
戦
苦
闘
は
続
く

ウ
棚
の
材
料
と
せ
っ
か
く
残
し
た
ブ
ド
ウ
果
実
の
泥
棒
対

策
で
す
。

房をつけてきたブドウ (06年4月）
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月、

0
五
年
の

一
月
、
同
年
―
一
月
に
播
種
し
ま
し
た
。

ま
た
栽
培
地
も
気
温
の
低
い
北
部
の
二
集
落
に
広
げ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
成
功
の
目
途
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。ぃ
芍
か

今
日
ま
で
、
ア
ル
カ
リ
土
壌
の
改
良
に
必
要
な
硫
黄
華

た
び
た
び

に
つ
い
て
は
、
度
々
足
を
運
ん
で
コ
ネ
を
つ
け
た
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
の
肥
料
店
か
ら
購
入
し
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
国

境
を
越
え
て
持
ち
込
む
苦
労
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
硫
黄

華
は
火
薬
原
料
に
も
転
用
で
き
る
の
で
特
に
神
経
を
使
っ

て
い
ま
す
。

ぁ
ぜ
ま

現
在
お
茶
は
、
畦
間
に
栽
培
し
て
い
る
遮
光
用
の
ソ
ル

ゴ
ー
と
遮
光
用
の
三
尺
サ
サ
ゲ
に
守
ら
れ
、
元
気
の
良
い

新
芽
が
吹
き
出
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ア
ル
カ
リ
土
壌
対
策

な
ど
、
い
く
つ
か
未
解
決
の
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

将
来
、
現
地
産
の
お
茶
で
、
お
茶
好
き
な
ア
フ
ガ
ン
人
の

喉
を
是
非
潤
し
た
い
と
夢
に
見
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
て

農
業
計
画
は
、
い
ろ
い
ろ
な
作
物
を
謀
訊
作
＂
す
る
段

階
か
ら
、
限
ら
れ
た
土
地
と
限
ら
れ
た
用
水
で
い
か
に
し

て
必
女
定
し
た
収
最
を
上
げ
る
か
“
の
取
り
組
み
に
移
行

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
資
材
購
入
費
は
も
と
よ
り
、
土 遮光用の「ソルゴー」に守られて新芽

を出したの木お茶 (03年11月定植）

地
を
肥
沃
に
す
る
有
機
物
も
無
い
中
で
の
取
り
組
み
で
す

の
で
、
現
地
に
あ
る
資
材
を
い
か
に
旨
く
利
用
す
る
か
、

ま
た
現
金
支
出
を
い
か
に
し
て
少
な
く
す
る
か
、
も
っ
と

工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
一

り
ょ
（
ひ

環
と
し
て
、
す
で
に
緑
肥
作
物
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
が
、

ア

セ

ピ

さ
ら
に
農
薬
自
給
を
目
指
し
て
今
春
に
馬
酔
木
を
植
え
付

け
、
ま
た
今
秋
に
は
除
虫
菊
の
播
種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
、
農
業
計
画
の
成
果
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、

文
化
の
違
い
を
ど
う
克
服
す
る
か
も
課
題
と
な
り
ま
す
。

少
し
説
明
し
ま
す
と
、
限
ら
れ
た
土
地
と
限
ら
れ
た
用
水

で
安
定
し
た
収
量
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
農
家
の
技
術
を
、

従
来
の
粗
放
的
な
栽
培
管
理
か
ら
、
緻
密
で
、
集
約
的
な

栽
培
管
理
に
、
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
点
重
要
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
将
来
ダ
ラ

エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
農
業
を
担
っ
て
く
れ
る
人
材
の
育
成
で

す
。
私
た
ち
は
曲
底
業
計
画
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の
担
当
農
家
・
活
動
成
果
を
地
域
に
広
め
る

役
割
の
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ
ー
（
普
及
担
当
農
家
）
に
対

し、

一
っ
―
つ
目
的
と
内
容
を
説
明
し
な
が
ら
同
じ
目
線
で

仕
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
で
き
る
だ
け
彼
等
の
意
見

を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
時
に
は
¥
:
ど
ろ
こ
し

ぃ
＂
と
思
っ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
将
米
を
考
え
れ
ば
、
人

材
の
育
成
は
作
物
の
成
果
と
同
等
に
、
農
業
計
画
の
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

人
間
は
、
安
心
し
て
毎
日
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
生
存
と

平
和
の
基
礎
的
な
要
件
で
す
。
私
た
ち
は
、
農
業
計
画
の

取
り
組
み
と
成
果
を
通
じ
て
、
現
地
の
農
家
が
希
望
と
目

標
を
持
ち
、
彼
等
自
身
の
力
で
、
安
定
し
た
生
活
と
平
和

な
村
を
築
い
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
私
た
ち
は
、
農
家
と
と
も
に

一
歩
一
歩
着
実
に

成
果
が
上
が
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

,999•

……

:b'.+’,

, 9.

,
1 •,•,’•,'•’••

’
••

11

•
I

•t 

j

ア
リ
つ
J

ナ
合
3

3

E

i

ア
ァ
ダ
ム
が
い
て
2
ワ

タ

ン

甲

斐

大

策

t

↓
 

↓
 

t
 
4

「
ア
ッ
ラ
ー
フ
、
ア
ク
バ
ル
ー
・
ゼ
ン
ダ
バ
ー
ド
（
永

T

↑

遠
な
れ
）
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
！
」

でT
 

4
 

二
十
数
年
前
の
夏
、
男
達
は
、
国
境
沿
い
の
谷
を
低

：

s
 
↑
 

F
 

s
 

ふ

空
で
北
上
す
る
ミ
グ
戦
闘
機
に
、
牛
に
た
か
る
蝿
程
の

•
f

意
味
も
な
い
銃
撃
を
加
え
て
い
た
。
銃
声
と
硝
煙
は
男

f

，
”
[
月
に
パ
心
パ
パ
託
，
＂

[

出
身
地
パ
ク
テ
ィ
ア
を
絶
叫
し
て
い
た
。

4
 

ロ
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P
M
S
は
昨
年
の
二
月
に
、
オ
フ
ィ
ス
の
移
転
を
決
め
、

私
が
赴
任
し
た
四
月
に
は
、
政
府
か
ら
借
り
る
土
地
も
ほ

か
ん
が
い

ぼ
決
定
し
て
い
ま
し
た
。
灌
漑
省
と
の
契
約
で
は
、

P
M

S
は
無
料
で
土
地
の
提
供
を
受
け
、
自
費
で
建
物
を
建
設

し
‘
1
0
年
後
に
引
き
払
う
と
き
、
建
設
し
た
す
べ
て
の

建
物
を
政
府
に
引
き
渡
す
、
と
い
う
双
方
十
分
に
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
取
り
決
め
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
七
月
に
な
り
、
い
ざ
着
工
し
て
整
地
を
始
め

る
と
、
軍
部
か
ら
横
や
り
が
入
っ
て
、
契
約
は
白
紙
、

ニ

転
三
転
の
憂
き
目
に
合
い
、
最
終
的
に
土
地
が
決
ま
っ
た

の
は
一
0
月
。
旧
オ
フ
ィ
ス
の
契
約
が
翌
年
の
二
月
に
切

し
げ
ず
み

れ
る
の
で
、
私
が
前
任
の
重
住
さ
ん
か
ら
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
引
き
継
い
だ
と
き
、
エ
期
は
も
う
四
ヶ
月

し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
と
先
が
思
い

や
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
へ
赴
任
す
る
直
前
、
中
古
で
買
っ
た
自
分
の
家

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
の
で
す
が
、
面
白
く
て
ほ
ぽ

一
ヶ
月
、

毎
日
通
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
井
戸
屋
の
職
人
の
息
子
で

工
費
は
す
べ
て
一
平
米
あ
た
り
で
計
算

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
宕
任
者
茫
砧
訳
琴
帆
姶
3

ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
建
設
は

て
ん
や
わ
ん
や
の
四
ヶ
月
で
し
た

＊
ワ
ー
カ
ー
通
信

相
棒
の
ア
フ
ガ
ン
人
設
計
技
師
、

ブ
ラ
と
テ
カ
ザ
ー
ル
（
請
負
業
者
）

ニ
カ
国
語
の
「
伝
言
ゲ
ー
ム
」

あ
り
、
建
築
現
場
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
す
。
と
は
言
っ

て
も
、
新
任
六
ヶ
月
、
ズ
ブ
の
素
人
。
言
葉
も
分
か
ら
ず
、

し
か
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
エ
法
な
ん
て
全
く
の
無
知
と

き
て
い
ま
す
。
敷
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
建
坪
五
0
0
坪
以

上
‘
-
―
―
棟
、
合
計
一
八
室
、
こ
れ
を
中
村
医
師
に
全
部
任

す
と
言
わ
れ
て
…
…
顔
に
は
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま

ず
は
ト
ホ
ホ
と
、
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。
分
か
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
始
め
に
驚
い
た
の
は
、
エ
費
の
決
め
方
。
サ
ッ
カ

ー
場
よ
り
大
き
な
一
0
0
m
四
方
の
土
地
に
、
レ
ン
ガ
の

外
壁
を
作
る
の
で
す
が
、

一
，m
1
1
二

―
0
ル
ビ
ー
（
日
本

円
に
し
て
四
二
0
円
）
だ
か
ら
、
四
0
0
m
x
三
m
（
高

さ）

X
ニ
―
0
ル
。
ヒ
ー
11
ニ
五
万
二
千
ル
。
ヒ
ー

(
H本
円

約
五
0
万
円
）
と
い
う
わ
け
で
す
。
建
物
本
体
も
こ
れ
と

同
じ
計
算
方
式
、
一
立
法
フ
ィ
ー
ト
11
一
七
八
ル
ピ
ー
が

見
積
も
り
の
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
お
お
ざ
っ
ば
に
言
え

ば、

一
八
の
し
き
り
の
あ
る
巨
大
な
レ
ン
ガ
作
り
の
箱
の

見
積
も
り
11
予
算
と
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
最
初
に
エ

事
の
工
程
ご
と
に
各
資
材
か
ら
手
間
賃
ま
で
の
細
か
い
予

算
の

一
覧
表
が
で
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
こ
れ
で
終
わ
り
。

た
ま
り
か
ね
て
、
主
要
資
材
（
石
材
・
レ
ン
ガ
・
砂
利
・

セ
メ
ン
ト
・
鉄
筋
・
ハ
ウ
ラ
）
ご
と
の
予
算
を
出
せ
と
言

う
と
、
工
事
が
始
ま
っ
て
み
な
い
と
（
実
際
は
終
わ
っ
て

み
な
い
と
）
分
か
ら
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
渋
々
走
り
書

き
を
持
っ
て
く
る
と
い
う
始
末
で
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
・
ハ
ビ

と
う
り
ょ
う

の
棟
梁
シ
ャ
ワ
ス
・

完成したジャララバードの新峯務所

カ
ー
ン
を
頼
り
に
工
事
を
始
め
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
ま

た
、
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
。

分
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ハ
ビ
プ
ラ
さ
ん
は
、
ひ

よ
っ
と
す
る
と
こ
の
手
の
建
物
を
手
が
け
る
の
は
初
め
て

で
は
な
い
の
か
と
思
え
る
ほ
ど
、
ト
ン
チ
ン
カ
ン
。
た
だ

た
だ
、
お
金
を
た
く
さ
ん
か
け
て
、
い
い
格
好
す
る
ば
か

り
、
設
計
圏
に
し
て
も
、
ど
こ
か
ら
か
人
の
も
の
を
そ
っ

く
り
写
し
て
き
た
気
配
が
あ
る
。
素
人
の
私
が
、
そ
の
柱

は
入
ら
な
い
、
そ
の
入
り
口
は
狭
す
ぎ
る
、
階
段
の
段
差

を
同
じ
に
し
ろ
、
窓
は
も
っ
と
小
さ
く
、
屋
根
の
鉄
筋
を

全
部
や
り
直
せ
、
ハ
ウ
ラ
セ
メ
ン
ト
は
も
う

一
度
練
り
直

せ
、
と
い
う
指
示
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も

こ
の
指
示
が
、
日
本
語
・
英
語
・
パ
シ
ュ
ト
ー
語
で
、
ハ

ビ
プ
ラ
さ
ん
↓
テ
カ
ザ
ー
ル
の
棟
梁
↓
レ
イ
バ
ー
と
伝
言

ゲ
ー
ム
で
伝
わ
っ
て
い
く
と
、
最
後
に
は
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
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ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
炒
}
山
]
十
公
一
郎
叩

殺
し
屋
か
ら
携
帯
電
話
！

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
本
当
に
「
毎
日
が
戦
争
」
、

怒
鳴
り
散
ら
さ
な
い
と
、
仕
事
に
な
ら
な
か
っ
た
。
ハ
ビ

ブ
ラ
さ
ん
は
、
一
時
は
辞
表
を
提
出
す
る
始
末
で
し
た
。

し
か
し
、
い
い
経
験
で
あ
り
ま
し
た
。
本
音
で
怒
っ
た

の
で
、
本
音
の
人
間
関
係
が
で
き
た
。
現
在
は
ま
た
、
敷

ゃ
ん
ぬ
る
か
な
、
ケ
ー
タ
イ
ー
・

去
年
、
交
通
事
故
に
二
度
も
巻
き
込
ま
れ
て
首
の
ム
チ

ウ
チ
症
に
悩
ま
さ
れ
た
。
水
路
現
場
へ
の
凸
凹
道
を
車
で

通
勤
し
た
り
、
鉄
筋
曲
げ
の
力
仕
事
等
が
当
分
の
間
は
無

理
な
の
で
、
中
村
医
師
か
ら
首
が
本
調
子
に
な
る
ま
で
事

務
仕
事
に
配
置
転
換
す
る
旨
を
伝
え
ら
れ
た
。
今
ま
で
事

務
仕
事
な
ん
ぞ
や
っ
た
こ
と
が
な
い
私
だ
っ
た
が
、
日
本

人
ワ
ー
カ
ー
は
仕
事
経
験
が
な
く
て
も
現
場
に
放
り
込
ま

い
わ

れ
て
我
流
で
修
得
し
て
ゆ
く
（
中
村
医
師
日
く
、
「
本
を

読
ん
で
泳
ぎ
方
を
覚
え
る
よ
り
も
、
ま
ず
溺
れ
て
…
…
じ

よ
し

ゃ
な
か
っ
た
、
水
の
中
に
入
る
の
が
先
」
と
の
由
）
の
で
、

勿
論
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
に
吝
か
で
は
な
い
。

し
か
し

―
つ
だ
け
事
務
仕
事
で
不
満
が
あ
る
。
そ
れ
は

携
帯
電
話
を
持
つ
こ
と
だ
。
私
は
日
本
に
い
た
と
き
も
仕

事
絡
み
で
短
期
間
だ
け
携
帯
電
話
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
る

地
内
に
モ
ス
ク
を
建
設
し
て
い
ま
す
が
、
静
か
に
い
い
神

様
の
住
ま
い
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

三
月
に
日
本
か
ら
会
長
先
生
達
が
見
え
ら
れ
、
さ
さ
や

か
な
新
築
祝
い
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
中
村
医

師
の
こ
ち
ら
の
風
土
に
合
わ
せ
た
、
「
実
験
的
ハ
ウ
ラ
・

が
、
実
に
嫌
な
も
の
だ
。
事
務
仕
事
の
為
に
今
は
預
か
っ

へ
き
え
さ

て
い
る
が
、
そ
の
煩
わ
し
さ
に
辟
易
す
る
。
確
か
に
即
時

性
を
考
慮
す
れ
ば
、
使
い
勝
手
も
良
か
ろ
う
が
、
伝
達
手

段
の
便
利
さ
な
ら
パ
ソ
コ
ン
の
方
が
断
然
良
い
と
思
う
。

e
メ
ー
ル
通
信
な
ら
ば
、
自
分
の
思
う
こ
と
を
じ
っ
く
り

文
章
に
し
て
書
け
る
の
で
大
い
に
活
用
し
て
い
る
（
も
っ

つ
な

と
も
、
あ
ま
り
ネ
ッ
ト
は
繋
が
ら
な
い
が
）
。
だ
が
携
帯
電

話
だ
と
人
と
大
事
な
話
を
し
て
い
る
時
に
突
然
鳴
り
出
す

の
で
、
そ
ん
な
時
は
思
わ
ず
壁
に
投
げ
つ
け
た
い
衝
動
に

駆
ら
れ
る
。
緊
急
の
要
件
で
電
話
が
掛
か
る
こ
と
も
あ
る

の
で
電
源
を
入
れ
て
い
る
が
、
出
米
る
こ
と
な
ら
電
源
を

切
っ
て
い
た
い
（
切
っ
て
い
た
ら
電
話
が
全
然
掛
か
ら
な

い
、
と
後
で
ス
タ
ッ
フ
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
来
た
ケ
ド
）
。
ま

こ
ち
ら

っ
た
＜
此
方
の
事
情
も
お
構
い
無
し
に
（
そ

り
ゃ
相
手
は
わ
か
ら
ん
や
ろ
う
ケ
ド
）
鳴
る

も
ん
だ
か
ら
、
今
ま
で
頭
の
中
で
考
え
て
い

た
こ
と
や
紐
み
立
て
た
論
理
（
大
し
た
こ
と

b
さ
ん

考
え
て
な
い
ケ
ド
）
が

一
瞬
で
霧
散
さ
せ
ら

れ
る
の
は
実
に
許
し
が
た
い
。

ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
に
そ
ん
な
理
由
で

説
明
し
て
も
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
携
帯
電
話

は
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
な
の
か
、
や
っ
ば

り
持
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
、
と
つ
れ
な

い
返
事
。
そ
う
い
や
電
話
が
鳴
っ
て
出
る
と

き
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
だ
よ
な
。
で
も
自
分

が
話
し
た
い
と
き
に
「
ワ
ン
切
り
」
し
て
番

廷んこにかても．膚I¥勺t‘t．休S93元&11.,ずいた99.

机tti‘四知r"依‘{` れば1tt知 1玖 11,IIm。
f↓I<t f;（1t 、知われがくても、飲臼双I'・ 1が、沢"•

厄辰．t禾凡汰T況．
灰屈ぷ，§が＇吹

杉山ワーカによるイラスト

セ
メ
ン
ト
建
築
作
戦
」
が
大
成
功
し
、
今
六
月
の
暑
い
盛

り
だ
と
い
う
の
に
、
扇
風
機
も
必
要
と
し
な
い
で
、
日
本

か
ら
送
ら
れ
た
、
「
の
れ
ん
」
の
下
で
、
快
適
に
住
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
も
御
支
援
の
お
か
げ
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

号
通
知
を
オ
ン
に
し
て
相
手
に
掛
け
直
し
て
貰
お
う
と
す

る
と
こ
ろ
が
実
に
セ
コ
イ
（
私
も
日
本
に
い
る
と
き
は
こ

ち

の
技
を
大
い
に
活
用
し
た
が
、
吝
薔
の
や
る
こ
と
は
万
国

共
通
か
？
）。

「
殺
し
屋
か
ら
だ
っ
た
よ
」

そ
ん
な
あ
る
日
、
憶
え
の
な
い
電
話
番
号
が
表
示
さ
れ

て
け
た
た
ま
し
く
着
信
音
が
鳴
る
。

「
サ
ラ
ー
ム
・
ワ
レ
イ
コ
ム
。
ア
サ
ド
ウ
ラ
は
い
る
か

ね
？
」
「
は
？
ア
サ
ド
ゥ
ラ
？
そ
げ
な
ス
タ
ッ
フ
お
っ
た
っ

け
？
ち
ょ
っ
と
待
っ
と
っ
て
」

隣
に
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
サ
プ
ー
ル
君
に
電
話
を
代
わ
っ

“ ... 
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私
の
現
在
の
所
属
部
署
は

P
M
S
病
院
会
計
。
会
計

の
仕
事
は
大
ま
か
に
二
つ
あ
り
、
「
会
計
報
告
害
作
成
」

と
「
給
料
作
り
」
で
す
。
報
告
書
は
日
々
の
会
計
デ
ー

タ
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
毎
日
現
金
の
出
納
を

帳
簿
に
つ
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
、
手
元
に

あ
る
現
金
を
数
え
、
誤
差
が
な
い
の
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
給
料
作
り
は
事
務
所
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
勤
務
表
、

会
計
で
管
理
し
て
い
る
給
料
前
借
の
清
算
や
各
種
手
当

を
更
新
し
作
成
し
て
い
ま
す
。
細
か
な
仕
事
で
は
、
祝

日
及
び
夜
勤
手
当
、
年
休
、
退
職
金
の
積
み
立
て
等
を

ル
ー
ル
に
よ
っ
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

ナ
マ
の
声
が
集
ま
る
部
門

P
M
S
本
院
会
計
サ
2

北
ハ
平
生
義

紙
幣
の
向
こ
う
に
あ
る

人
々
の
思
い
を
忘
れ
ず

て
も
ら
う
。
サ
ブ
ー
ル
君
は
し
ば
ら
く
相
手
の
話
を
聞
い

て
い
た
が
突
然
、
両
眼
が
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
か

懸
命
に
弁
解
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
好
奇
心
も
手
伝
っ

て
後
で
何
の
話
を
し
て
い
た
の
か
を
尋
ね
て
み
た
。

「
サ
ブ
ち
ゃ
ん
、
何
の
話
ば
し
た
と
ね
？
」

「
い
や
ー
、
聞
い
て
く
れ
ダ
イ
さ
ん
、
う
ち
は

N
G
O
の

仕
事
を
や
っ
て
い
る
っ
て
説
明
し
た
ん
だ
け
れ
ど
、
相
手

が
頑
な
に
誤
解
し
て
ね
、
固
っ
た
よ
」

「
じ
ゃ
あ
間
違
い
電
話
な
ん
？
」

「
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
さ
。
こ
の
間
の
仕
事
の
話
だ
が
、

奴
を
生
か
す
の
か
殺
す
の
か
、
今
日
こ
れ
か
ら
出
掛
け
る
か

ら
最
後
に
確
認
し
た
い
っ
て
さ
。
殺
し
屋
か
ら
だ
っ
た
よ
」

「
そ
げ
ん
大
事
な
仕
事
の
話
ば
電
話
で
す
る
と
ね
？
そ

ん
な
ん
、
ち
ゃ
ん
と
会
っ
て
話
ば
せ
ん
と
い
け
ん
よ
。
サ

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
活
動
二

十
数
年
の
歴
史
の
中
で
必
然
的
に
発
生
し
て
き
た
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
退
職
金
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
計
画
的

に
お
金
を
管
理
す
る
こ
と
が
苦
手
な
た
め
、
退
職
時
に

一
銭
も
お
金
が
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

突
然
の
必
要
な
支
出
に
対
す
る
蓄
え
も
な
い
の
で
、
退

職
金
を
担
保
に
給
料
前
借
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

P
M
S
が
ス
タ
ッ
フ
の
代
わ
り
に
退
職
金
を
貯
蓄
し
て

い
ま
す
。

パ
キ
ス
タ
ン
は
自
国
及
び
外
資
系
銀
行
も
機
能
し
て

い
て
、
少
な
か
ら
ず
銀
行
と
の
付
き
合
い
も
あ
り
ま
す
。

特
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
、
身
だ
し
な
み
で
す
。
汚
れ

た
服
や
ス
リ
ッ
パ
で
行
く
と
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
、
い
つ
も
以
上
に
き
ち
ん
と
し
た
服

装
、
シ
ャ
キ
ッ
と
背
筋
を
伸
ば
し
、
口
を
キ
ュ
ッ
と
閉

じ
、
銀
行
に
行
き
ま
す
。
銀
行
に
限
ら
ず
外
部
の
人
と

会
う
と
き
は

P
M
S
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ぬ
よ

う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

最
近
は
原
油
の
高
騰
に
伴
い
、
す
べ
て
値
段
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
お
茶
を
飲
む
彼
ら
に
と
っ
て
必

需
品
で
あ
る
砂
糖
は
、
こ
の
半
年
で
値
段
が
二
倍
に
跳

ね
あ
が
り
、
肉
類
よ
り
も
経
済
的
で
お
手
軽
な
庶
民
の

ブ
ち
ゃ
ん
、
間
違
い
電
話
や
ろ
う
ば
っ
て
ん
、
そ
こ
は
注

意
ば
せ
ん
と
い
け
ん
よ
」

「
…
…
。
あ
あ
、
仕
事
は
何
よ
り
誠
実
さ
が
大
切
だ
。
で

も
殺
し
屋
か
ら
事
後
報
告
も
あ
ん
の
か
な
？
」

現
代
文
明
の
象
徴
で
あ
る
携
帯
電
話
を
時
代
錯
誤
な
殺

し
屋
が
使
う
と
こ
う
い
う
喜
劇
に
な
る
。
何
と
も
微
笑
ま

し
い
で
は
な
い
か
、
後
で
返
信
ワ
ン
切
り
し
て
み
る
か
。

食
べ
物
で
あ
る
豆
に
も
影
響
が
出
始
め
ま
し
た
。
こ
の

現
状
に
対
し
現
地
職
員
の
不
満
が
よ
く
間
こ
え
て
き
ま

す
。
会
計
は
職
員
の
お
金
に
関
す
る
ナ
マ
の
声
が
聞
こ

え
る
部
署
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
病
院
で
何
か
す
る
と

き
は
現
金
の
移
動
が
起
こ
る
た
め
、
必
然
的
に
い
ろ
い

ろ
な
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

会
計
ト
リ
オ
の
「
結
束
」

P
M
S
病
院
は
州
政
府
か
ら
認
可
を
得
て
い
る
社
会

福
祉
法
人
で
、
一
九
九
八
年
の
開
院
以
来
着
々
と
組
織

が
整
備
さ
れ
、
ま
だ
発
展
途
上
で
す
が
、
あ
る
程
度
完

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
金
の
リ
ク
エ
ス
ト
や
休
暇
手
続

き
に
も
た
く
さ
ん
の
手
順
が
あ
り
、

N
G
o
と
い
え
ど

も
現
地
職
員
に
と
っ
て
は
会
社
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

彼
ら
は
家
族
の
た
め
に
働
き
、
病
院
か
ら
受
け
取
る
給

料
で
養
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
長
年
共
に
働
き
、
彼

し
ょ
う

ら
自
身
の
担
当
す
る
仕
事
が
性
に
合
い
、

P
M
S
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
好
き
で
あ
っ
て
も
、
経
済
上
ま
た
は
他

の
事
情
で

P
M
S
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
員
も

い
ま
す
。
先
日
も
‘

1

0
年
以
上
働
い
て
い
た
職
員
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

P
M
S
を

理
解
し
て
い
る
職
員
が
い
な
く
な
る
の
は
寂
し
く
、
仕
事
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の
上
で
も
多
少
支
障
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
生
き
て
い

る
彼
ら
の
生
活
を
無
視
し
、
無
責
任
な
引
き
留
め
は
で
き

ま
せ
ん
。
会
計
は
現
在
現
地
職
貝
二
人
と
私
の
一
一
一
人
で
す

が
、
誰
か
が
こ
こ
を
去
る
そ
の
時
ま
で
一
緒
に
す
ば
ら
し

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
薬
局

警
察
官
の
横
暴

会
員
の
皆
様
へ
。
こ
ち
ら
は
す
っ
か
り
暑
く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
同
様
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
で
は
五
月
か
ら
網
ベ
ッ
ド
に

か

や
蚊
帳
を
吊
り
、
外
で
寝
て
い
ま
す
。
夜
一

0
時
に
発
電
機
が

止
ま
る
と
、
蚊
帳
に
潜
り
込
み
満
天
の
星
空
と
対
面
し
ま
す
。

み
な
が
聞
く
ラ
ジ
オ
の
声
、
犬
の
鳴
き
声
な
ど
を
聞
き
つ
つ

ボ
ッ
ー
と
し
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
眠
り
に
落
ち
、
気

が
付
く
と
あ
ら
不
思
議
、
雲
ひ
と
つ
無
い
透
け
る
よ
う
な
青

空
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鮮
や
か
な
変
化
に
、
毎
日
朝
か

ら
得
を
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
（
時
々
、
急
患
が
来

て
揺
り
起
こ
さ
れ
る
の
で
す
が
…
…
）
。

さ
て
、
少
し
前
な
の
で
す
が
診
療
所
で
こ
ん
な
こ
と
が

チ
ョ
キ
ダ
ー
ル

あ
り
ま
し
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
門
番
の

M
さ
ん

が
、
診
療
所
で
警
察
官
S
氏
に
銃
身
で
顔
が
腫
れ
上
が
る

ほ
ど
叩
か
れ
、
警
察
ま
で
連
行
さ
れ
た
の
で
す
。
私
と
地

元
出
身
の
ナ
ー
ス
で
す
ぐ
に
後
を
追
い
ま
し
た
が
、

M
さ

紺
野
道
寛

チ
ョ
キ
ダ
ー
ル

診
療
所
門
番
の

拘
引
事
件
を
め
ぐ
っ
て

文
化
の
違
い
を
越
え
て
あ
る
も
の

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
続
け
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

紙
幣
を
一
枚

一
枚
数
え
、
レ
シ
ー
ト
と
に
ら
め
っ
こ
の

毎
日
。
そ
の
二
つ
の
物
理
的
な
も
の
の
向
う
に
あ
る
、
病

院
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の
存
在
、
職
員
の
就
業
時
の

ん
は
四
挺
の
銃
を
向
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

S
氏

£
 
_
 

の
罵
声
と
住
民
の
視
線
を
浴
び
つ
つ
、
両
手
を
後
ろ
手
に

縛
ら
れ
て
の
連
行
で
、
前
を
行
く
M
さ
ん
の
背
中
を
見
な

が
ら
強
い
怒
り
を
覚
え
ま
し
た
。

結
果
か
ら
い
う
と
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
（
地
元
詰
所
）
で

強
く
抗
議
し
す
ぐ
に
釈
放
し
て
も
ら
い
、
最
終
的
に

S
氏
は

解
雇
さ
れ
ま
し
た
。
原
因
は
、

S
氏
が
診
療
所
内
で
大
声
を

出
し
な
が
ら
自
宅
に
い
る
家
人
の
為
に
薬
を
強
要
し
た
こ
と

に
対
し
、

M
さ
ん
が
注
意
し
た
か
ら
で
す
。

M
さ
ん
の
し
た

こ
と
は

P
M
S
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
患
者
本
人
が
い

な
い
の
で
は
診
察
は
出
来
ま
せ
ん
し
、
大
声
を
出
し
て
騒
ぐ

人
が
い
る
時
は
、
診
療
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。

し
か
し
‘
1
0
0
人
以
上
の
女
性
患
者
を
差
し
置
き
、

強
引
に
割
り
込
ん
だ

S
氏
は
薬
局
で
し
っ
か
り
薬
を
受
け

取
っ
た
あ
と
、

M
さ
ん
の
胸
倉
を
掴
み
殴
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
そ
の
場
は
み
な
に
押
し
と
ど
め
ら
れ
、

一
度
は
「
覚

え
て
ろ
よ
」
と
去
っ
た
の
で
す
が
、
三
0
分
後
、
三
人
の

警
官
を
連
れ
て
突
入
し
て
き
た
と
い
う
訳
で
す
。
銃
器
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
持
ち
込
み
は
厳
禁
で
す
の
で
、
．
別
の
門
番
と

私
で
止
め
に
入
っ
た
の
で
す
が
私
た
ち
を
銃
身
で
叩
き
、

M
さ
ん
を
囲
み
連
行
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
の
事
件
で
、
私
は
怒
り
と
悲
し
さ
で
一
杯
に
な
り
ま
し

た
。
力
の
あ
る
者
の
横
暴
さ
・
治
安
を
守
る
警
察
の
不
安
釜
～

さ
な
ど
を
感
じ
、
落
ち
込
み
ま
し
た
。

M
さ
ん
は
、
普
段
か

ら
と
て
も
働
き
者
で
、
今
回
も
職
務
に
忠
実
な
だ
け
で
し
た
。

苦
労
、
会
員
の
方
々
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
あ
り
っ
た
け
の

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
も
っ
と
仕
事
、
習
慣
、
感
覚
を
身
に

付
け
、
い
か
な
る
状
況
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
に
備
え
る

つ
も
り
で
す
。

そ
ん
な
M
さ
ん
に
対
す
る
仕
打
ち
に
、
ス
タ
ッ
フ
も
み
な

怒
り
を
隠
さ
ず
、
「
診
療
所
を
臨
時
で
閉
め
て
、
怒
り
の
態

度
を
示
す
べ
き
だ
」
と
い
う
強
硬
な
意
見
も
出
ま
し
た
。
し

か
し
中
村
先
生
が
、
「
明
日
診
療
を
待
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

が
迷
惑
す
る
」
と
一
言
言
わ
れ
、
翌
日
か
ら
平
常
の
診
療
を

し
て
い
ま
す
。
私
は
、
「
ト
ー
ル
ド
ゥ
ニ
ャ
キ
ジ
ャ

ン
グ
ア
レ
ク
シ
タ
。
プ
レ
ー
ダ
。
（
こ
の
広
い
世
界
、
ど

こ
で
も
そ
ん
な
乱
暴
な
や
つ
は
い
る
。
そ
ん
な
の
は
ほ
っ
と

こ
う
）
」
と
ス
タ
ッ
フ
に
言
い
続
け
ま
し
た
。

私
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
の
一
っ
に
「
日
本
と
ア
フ
ガ
ン
、
何
か
ら
何
ま
で
違
う

け
ど
、
そ
こ
に
住
む
人
は
、
同
じ
人
間
だ
と
い
う
こ
と
」

が
あ
り
ま
す
。
人
間
誰
だ
っ
て
怒
れ
ば
悲
し
く
な
る
し
、

楽
し
け
れ
ば
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
日
本
で
も
ア
フ
ガ
ン
で

も
、
乱
暴
な
人
も
い
れ
ば
優
し
い
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
ど
こ
で
何
を
し
よ
う
と
、

こ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

と
、
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
た
三
年
間
で
し
た
が
、
こ
の
夏

で
活
動
を
終
了
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
が
、
こ
う
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を
知
り
、

関
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の

費
重
な
経
験
と
出
会
い
を
生
か
し
て
頑
張
り
ま
す
。

事
務
局
の
皆
さ
ん
、
会
員
の
方
々
、
中
村
先
生
、
藤
田

さ
ん
、
個
性
的
な
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
、
家
族
や
友
人
、
そ

し
て
多
く
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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や
が
て
か
す
か
な
道
を
辿
っ
て
い
く
と
数
軒
の
石
で
囲

っ
た
集
落
に
着
い
た
。
人
の
気
配
は
全
く
な
く
、
集
落
を

通
過
す
る
と
、
突
然
背
後
か
ら
呼
び
止
め
る
声
が
す
る
。

振
り
向
く
と
、
老
人
と
、
そ
の
後
ろ
に
子
ど
も
の
姿
が
見

え
る
。
何
か
大
声
で
交
渉
が
始
ま
っ
た
が
、
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
私
に
は
解
ら
な
い
。
ど
う
も
竹
は
自
分
達
の
土

地
の
も
の
だ
か
ら
金
を
出
せ
と
言
っ
て
い
る
ら
し
く
、
相

場
の
金
額
な
ら
支
払
っ
て
も
よ
い
と
サ
デ
ィ
ッ
ク
に
伝
え

る
が
、
結
局
は
一
本
三

・
五
ル
ピ
ー
と
、
法
外
な
値
段
を

要
求
し
て
く
る
の
で
交
渉
決
裂
、
無
視
し
て
先
に
進
む
。

竹
は
直
径
ニ
セ
ン
チ
前
後
の
細
い
も
の
で
、
相
当
な
本
数

が
必
要
な
の
だ
。
や
は
り
普
通
の
住
民
と
は
違
う
こ
と
が
、

こ
の

一
件
か
ら
も
窺
え
る
。
今
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
奥
地
に

は
山
賊
部
落
が
現
存
し
て
い
る
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
身
近

に
…
…
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

ま
た
も
や
数
軒
の
住
居
が
あ
り
、
こ
こ
も
無
人
の
気
配

な
の
だ
が
、
今
は
さ
ら
に
奥
の
耕
地
に
放
牧
に
行
っ
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
る
。
し
か
し
老
人
や
女
子
供
が
、
じ

っ
と
息
を
ひ
そ
め
て
我
々
一
行
の

一
挙
手
一
投
足
を
見
守

っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

す
そ

こ
の
集
落
は
谷
の
中
央
に
張
り
出
し
た
山
稜
の
裾
に
あ

り
、
こ
こ
か
ら
谷
は
二
股
に
分
か
れ
て
い
る
。
私
達
は
左

灌
漑
用
水
路
水
門
担
当
申
乍
木
・
玲
2

ア
フ
ガ
ン
版
「
竹
取
物
語
」

(
2
)
 

側
の
谷
を
遡
行
す
る
。
ぐ
っ
と
谷
は
細
く
な
り
、
珍
し
く

清
澄
な
流
れ
に
お
目
に
か
か
る
。
か
な
り
の
速
い
ペ
ー
ス

の
ど

で
歩
い
て
き
た
の
で
、
皆
喉
が
渇
い
て
い
る
は
ず
な
の
だ

が
、
誰
も
谷
川
の
水
を
飲
も
う
と
は
し
な
い
。
そ
の
は
ず

だ
。
今
日
か
ら
ラ
マ
ダ
ン
（
断
食
月
）
で
、
太
陽
が
出
て

い
る
日
中
は
、
食
べ
物
は
お
ろ
か
、
水
さ
え
も
飲
ん
で
は

い
け
な
い
、
イ
ス
ラ
ム
の
戒
律
を
忠
実
に
守
っ
て
い
る
の

だ
。
一
時
間
半
は
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
谷
間
に
緑
が
帯

状
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
目
的
地
の
竹
ヤ
ブ
で
あ
っ
た
。

日
本
に
あ
る
竹
と
は
品
種
が
異
な
り
、
遠
目
に
見
る
笹

の
葉
か
ら
は
、
こ
れ
が
竹
と
は
ち
ょ
っ
と
判
断
が
つ
き
か

ね
る
。
谷
の
両
側
は
岩
壁
が
急
斜
面
に
そ
そ
り
立
っ
て
い

る
。
突
然
サ
デ
ィ
ッ
ク
か
ら

一
0
メ
ー
ト
ル
上
部
に
あ
る

岩
壁
の
窪
み
を
指
差
し
て
、
あ
そ
こ
で
待
機
し
て
い
て
く

れ
と
指
示
さ
れ
る
。
せ
っ
か
く
手
袋
や
ノ
コ
ギ
リ
を
準
備

し
て
き
た
の
だ
が
、
今
回
は
素
直
に
従
っ
た
。

そ
こ
の
窪
み
か
ら
は
、
全
員
の
作
業
が
一
望
に
見
渡
せ
、

下
の
道
か
ら
は
見
え
な
い
、
身
を
隠
す
に
は
絶
好
の
場
所

で
あ
る
。
サ
デ
ィ
ッ
ク
も
私
の
横
に
陣
取
り
、
ず
っ
と
密

着
護
衛
に
あ
た
っ
て
い
る
。
大
分
経
っ
て
、
対
岸
の
岩
壁

に
石
積
み
の
家
が
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。

全
く
自
然
の
風
景
に
溶
け
こ
ん
で
い
て
、
何
故
あ
ん
な
場

所
に
家
が
あ
る
の
か
思
い
を
巡
ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

今
日
一
日
何
事
も
な
く
、
全
員
平
穏
な
―

H
で
在
れ
ば
良

い
な
…
…
と
思
う
反
面
、
何
か
突
発
的
な
出
来
事
で
も
発

生
す
れ
ば
面
白
い
の
に
な
あ
…
…
と
期
待
感
が
混
ざ
っ
た

複
雑
な
思
い
が
交
錯
す
る
。

横
で
サ
デ
ィ
ッ
ク
が
石
を
持
っ
て
岩
壁
を
叩
い
て
い
る
。

何
を
始
め
た
の
か
覗
く
と
、
小
さ
く
突
き
出
た
赤
い
突
起

物
を
取
っ
て
い
る
。
何
と
1
・
ル
ビ
ー
の
原
石
が
一
条
の

岩
層
に
埋
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
私
も
暇
つ
ぶ
し
が
て
ら
に

石
を
手
に
掘
り
出
そ
う
と
す
る
が
、
こ
ん
な
原
始
的
道
具

で
は
歯
が
立
た
な
い
。
自
然
に
剥
落
し
た
も
の
を
三
個
見

つ
け
る
が
、
品
質
は
全
く
良
く
な
い
。

他
に
人
影
は
現
れ
ず
、
竹
切
り
は
順
調
に
は
か
ど
っ
て

い
る
。
何
か
起
こ
る
と
し
た
ら
、
往
路
で
お
金
を
要
求
さ

れ
た
集
落
だ
ろ
う
。
直
径
―
―
1
0
セ
ン
チ
く
ら
い
を
一
束
に

し
て
、
合
計
七
束
が
で
き
上
が
る
。
私
達
も
下
に
降
り
て
、

皆
に
合
流
す
る
と
、
レ
イ
バ
ー
（
現
地
作
業
員
）
が
私
の

た
め
に
木
で
杖
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
。
ど
う
も
有
難
迷

惑
だ
が
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
受
け
取
る
。
白
ヒ
ゲ
が
生

え
れ
ば
、
こ
ち
ら
で
は
も
う
立
派
な
長
老
格
に
な
る
の
だ
。

早
速
杖
を
つ
き
な
が
ら
下
山
と
す
る
。
時
折
サ
デ
イ
ッ
ク

が
、
私
が
後
ろ
に
い
る
か
ど
う
か
振
り
返
っ
て
確
認
し
て
い

る
が
、
二
、
三
メ
ー
ト
ル
に
切
っ
た
竹
が
、
そ
の
度
に
顔
面

お
こ
た

に
振
り
回
さ
れ
る
の
で
、
怠
り
な
い
注
意
が
必
要
だ
。

や
が
て
例
の
集
落
に
さ
し
か
か
る
が
、
人
の
気
配
は
な
し
、

さ
っ
さ
と
通
り
す
ぎ
て
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
み
る
が
、
予
想

に
反
し
何
事
も
な
く
通
過
で
き
た
。
か
く
て
飲
ま
ず
食
わ
ず

の
作
業
は
、
平
穏
の
う
ち
に
完
了
と
な
っ
た
が
、
ス
リ
ル
と

サ
ス
ペ
ン
ス
に
富
ん
だ
、
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
（
続
く
）

、
、

、

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損

じ
の
ハ
ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
使
用
済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
＿
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵
便
」

で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も
料
金
の
代
わ

り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し

て
別
納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
襴
に
代
行

業
者
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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と
く
に
こ
の
払
込
票
は
コ
ピ
ー
な
の
で
、
書
か
れ
た
文

字
が
つ
ぶ
れ
た
り
、
に
じ
ん
だ
り
、
あ
ま
り
に
も

「達
筆
」

な
文
字
も
あ
り
、
判
読
に
悪
戦
苦
闘
。
さ
ら
に
は
最
近
の

町
村
合
併
、
住
居
表
示
の
大
幅
変
更
。
転
居
、
郵
便
番
号

の
問
い
合
わ
せ
。
ご
本
人
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
も
。
他

の
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の
仕
事
を
放
り
出
し
て
応
援
、
五
ー

六
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
動
員
し
て
チ
ェ
ッ
ク
に
当
た
り
ま
す
。

整
理
し
た
払
込
票
を
も
と
に
「
礼
状
班
」
が
会
費
•
寄

付
受
領
は
が
き
や
お
礼
状
を
書
き
、
発
送
し
ま
す
。
こ
こ

も
い
つ
も
五
ー
六
名
（
忙
し
い
と
き
は
二

0
名
く
ら
い
）

今
年

一
月
半
ば
の
あ
る
日
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
そ
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。
そ

ろ
仕
事
始
め
に
三
々
五
々
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
和
気
あ
い
し
て
、
再
び
「
別
室
」
に
回
さ
れ
て
、
会
員
・
支
援
者
名

あ

い

の

年

始

の

あ

い

さ

つ

も

簿

に

登

録

そ

こ

そ

こ

に

、

事

務

所

の

机

会

報

八

八

号

、

お

届

け

し

ま

ー

す

！

す
る
た
め
、

の
上
に
ド
カ
ン
と
お
か
れ
た

-
i務局
の

日

常

風
崇

紹
介

パ
ソ
コ
ン

「払
込
取
扱
票
」
入

り

の

分

原

入

力

班

が

い

封

筒

に

息

を

飲

み

、

屈

釈

ペ

シ

ャ

ワ

ー

ル

会

事

務

局

室

艮

溝

芦

口

武

男

入

力

し

ま

気

分

も

吹

っ

飛

び

ま

し

た

。

す

。

会

報

会
費
や
寄
付
を
郵
便
振
込
で
送
っ
て
く
だ
さ
る
会
員
や
発
送
の
封
筒
に
貼
る
「
宛
名
ラ
ベ
ル
」
を
作
成
す
る
た
め

支
援
者
の
方
々
か
ら
の
払
込
票
の
コ
ビ
ー
が
郵
便
局
か
ら
の
作
業
。

毎
日
届
き
ま
す
。
多
い
と
き
に
は
五

0
0
1
六

0

0
通

も

ど

の

作

業

を

と

っ

て

も

、

こ

れ

に

従

事

す

る

の

は

み

ん

の
払
込
票
が
届
く
こ
と
も
。
今
回
も
会
報
八
六
号
を
見
た
な
手
弁
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
月
・
水
・
金
の
自
分
の
空

方
々
を
始
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
、
新
年
度
の
会
野
な
ど
い
た
時
間
に
来
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
す
る
と
い
う

年
末
か
ら
四
月
に
か
け
て
ひ
っ
き
り
な
し
に
届
け
ら
れ
ま
の
が
大
原
則
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
役
割
と
、

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
た
め
息
混
じ
り
の
「
う
れ
し
い
悲
鳴
」
居
場
所
が
決
ま
り
ま
す
。
今
、
そ
の
人
数
は
四
0
人
前
後
。

を
あ
げ
る
の
は
毎
度
の
こ
と
。
事
務
局
は
、
こ
の
と
き
か

ら
「
会
報
八
七
号
」
お
届
け
準
備
に
”
突
入
“
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
個
人
情
報
管
理
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
守
ら
れ
た
別

室
で
「
検
索
班
」
と
名
付
け
た
二
1
三
名
の
ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
払
込
票
の
住
所
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
で
ひ
と
り

ひ
と
り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

分
厚
い
郵
便
払
込
票
の
束
に
う
れ
し
い
悲
鳴

コ
ン
ニ
チ
ワ
！
福
岡
市
中
央
区
の
ビ
ル
の
六
階
に
あ

る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
で
す
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
部

屋
が
あ
り
ま
す
。
ー
つ
は
会
員
名
簿
や
会
計
の
管
理
を
す

る
部
屋
で
す
。
ガ
ッ
チ
リ
と
鍵
の
か
か
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
万
全
の
部
屋
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
の
部
屋
は
寄
金
へ
の

お
礼
状
を
書
い
た
り
、
年
四
回
の
会
報
発
送
な
ど

一
般
事

務
作
業
を
す
る
部
屋
で
す
。

事
務
局
の
作
業

5
ほ
ん
の
一
部
分
を
覗
い
て
見
ま
し
ょ

う
…
…
春
に
お
届
け
し
た
会
報
八
七
号
発
送
ま
で
の
事
務

所
風
棗
で
す
。

そ
の
全
ス
タ
ッ
フ
が
集
結
す
る
の
が
、
会
報
発
送
当
日
。

入
力
班
が
プ
リ
ン
ト
し
た
宛
名
ラ
ベ
ル
を
封
筒
に
貼
り
、

会
報
や
そ
の
他
の
資
料
を
封
筒
に
入
れ
る
作
業
。
な
に
し

ろ、

二
万
通
の
封
書
を
一
＿
一日
程
度
で
ラ
ベ
ル
貼
り
、
袋
詰

ア
ン
コ
？
も
作
り
ま
す

こ
れ
な
ん
と
読
む
の
？

会
報
発
送
作
業

文
字
判
読
に
悪
戦
苦
闘

め
、
発
送
ま
で
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
郵
便
料
を
抑
え
る
た
め
、
一
昨
年
の
冬
か
ら

郵
便
局
の
割
引
別
納
郵
便
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
れ
は
地
域
別
、
郵
便
番
号
別
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ラ
ベ
ル
貼
り
の
前
段
で
郵
便
番
号
と
に
ら
め
っ
こ
、

仕
分
け
作
業
に
事
務
所
内
は
ピ
ー
ン
と
緊
張
の
糸
が
張
り

巡
ら
さ
れ
ま
す
。
最
近
は
、
郵
便
物
の
発
送
代
行
業
者
も

一
部
利
用
、
事
務
所
作
業
の
軽
減
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

会
報
が
刷
り
上
が
っ
て
く
る
と
、
こ
こ
の
独
特
の
合
い

言
葉
が
飛
び
交
う
。
「
さ
あ
”
ア
ン
コ
“
を
作
り
ま
し
ょ
」

…
…
会
報
や
チ
ラ
シ
な
ど
他
の
資
料
を
ひ
と
ま
と
め
に
し

た
も
の
、
つ
ま
り
封
筒
に
詰
め
込
む
も
の
だ
か
ら
ア
ン
コ

な
の
で
す
。
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
し
か
も
迅
速
に
手

が
動
き
ま
す
。

そ
し
て
袋
詰
め
。
や
っ
て
も
や
っ
て
も
封
筒
と
ア
ン
コ

の
山
は
ま
る
で
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
み
た
い
に
そ
び

え
て
い
ま
す
。
こ
の
間
事
務
所
は
騒
然
、
ま
る
で
部
屋
全

体
が
「
グ
オ
ー
ツ
」
と
振
動
し
な
が
ら
突
進
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
ア
ン
コ
封
じ
込
め
作
戦
が
終
わ
れ
ば
、
郵
便
番

号
ご
と
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
ひ
も
で
く
く
り
箱
詰
め
し

て
、
集
荷
に
き
た
郵
便
局
員
に
渡
し
ま
す
。

…
…
「
お
わ
っ
た
1
つ
！
」
一
瞬
の
解
放
感
…
…
こ
れ
っ

て
端
か
ら
見
れ
ば
「
難
行
苦
行
？
？
」
い
え
い
え
み
ん
な

婿
々
と
し
て
格
闘
し
て
い
ま
す
。
会
報
へ
の
感
想
・
ご
意
見

が
ど
っ
と
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
翌
日
か
ら
は
検
索
チ
ェ
ッ
ク
、
礼
状
、
名
簿
入
力
、

そ
し
て
会
報
八
八
号
の
発
送
作
業
の
準
備
が
待
っ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
い
ま
会
報
八
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
話
題
満
載
の
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
を
で
き
る
だ

け
早
く
、
広
く
、
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
明
日
か
ら
も

一
同
が
ん
ば
り
ま
ー
す
！



19 ペシャワール会報 No.88 2006年6月28日

今
年
の
四
月
―
一
八
日
（
後
続
記
事
互
月
二
九
日
）
、
全

国
紙
A
紙
（
西
日
本
版
）
に
「
診
断
書
に
「
ら
い
』
表
記

ー
鹿
児
島
の
一
一
一
町
使
用
・
指
摘
受
け
削
除
」
と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。

記
事
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
県
の
知
名
、
和
泊
、
与
論
の

―
―
一
町
で
、
保
育
園
に
入
る
際
に
保
護
者
が
提
出
す
る
医
師

の
診
断
害
に
、
「
結
核
・
ト
ラ
ホ
ー
ム
・
性
病
・
ら
い
・

て
ん
か
ん
•
そ
の
他
」
と
い
う
記
入
襴
が
あ
り
「
ハ
ン
セ

ン
病
の
差
別
的
表
現
で
あ
る

「ら
い
」
」
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
い
た
こ
と
を
町
民
か
ら
指
摘
さ
れ
た
各
町
長
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を
訪
れ
て
陳
謝
し
た
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
そ
の
後
診
断
書
か
ら
「
ら
い
」
と
い
う
言
葉
は

削
除
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
記
事
に
は
、
元
患
者
の
言
葉

と
し
て
、
「
「ら
い
』
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
だ
け
で
、
昔

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
身
震
い
す
る
。
啓
発
活
動
に
力
を

い
れ
て
欲
し
い
」
と
い
う
談
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
い
う
と
、
「
ら
い
病
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

そ
れ
に
遺
伝
病
と
か
粟
病
と
か
天
刑
病
と
か
い
う
根
拠
の

な
い
差
別
的
イ
メ
ー
ジ
が
付
着
し
て
い
る
の
で
、
「
ハ
ン

セ
ン
病
」
と
言
い
か
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
的
表
現
が

「
ら
い
（
病
）
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
ら
い
」
に
ま

つ
わ
る
歴
史
的
事
実
が
差
別
的
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
「
ら
い
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
医
学
用
語
と
か

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
広
報
担
当

福
元
満
治

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
、
言
葉
の
「
隔
離
」

「
『
ら
い
』
表
記
問
題
」
と
い
う
問
題

病
名
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
差
別
的
言
辞
と
は
見
な
さ

れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
ら
い
菌
と
か
ら
い
反
応
と
い
っ

て
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
菌
と
か
ハ
ン
セ
ン
病
反
応
と
は
い
わ

な
い
。
ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
名
称
も
、
一
八
七
―
―
一
年
に
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ア
ル
マ
ウ
ェ
ル
・
ハ
ン
セ
ン
氏
が
「
ら
い

菌
」
を
発
見
し
て
、
感
染
症
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
ハ
ン
セ
ン
病
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

元
患
者
さ
ん
が
、
「
ら
い
（
病
）
」
と
い
う
言
葉
を
聞
け

ば
、
過
去
の
数
々
の
差
別
が
甦
る
と
い
う
事
実
は
璽
く
受

け
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
と

言
い
か
え
る
だ
け
で
は
、
そ
の
差
別
さ
れ
た
過
去
が
消
え

る
こ
と
は
な
い
。

問
題
の
本
質
は
、
言
い
か
え
る
こ
と
つ
ま
り
言
葉
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
差
別
す
る
側
の
認
識
に
あ
る
と
い
う
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
変
え
る
べ
き
は
言
葉
で
は
な
く
ハ
ン

セ
ン
病
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
過
去
の
差
別
的
歴
史
に
対
す

る
、
現
在
の
私
た
ち
の
意
識
、
認
識
で
は
な
い
か
。
メ
デ

ィ
ア
の
報
道
、
三
町
長
の
す
ば
や
い
謝
罪
や
診
断
書
か
ら

の
削
除
を
み
る
と
、
そ
の
感
を
深
く
す
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
病
は
人
の
皮
膚
や
末
梢
神
経
を
冒

す
感
染
症
の
ひ
と
つ
で
、
現
在
で
は
薬
で
治
癒
す
る
病
に

過
ぎ
な
い
。
し
か
し
過
去
に
は
、
根
拠
の
な
い
偏
見
や
差

別
に
よ
っ
て
、
患
者
た
ち
が
迫
害
、
隔
離
さ
れ
て
き
た
、

と
い
う
こ
と
を
ま
ず
直
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
こ

そ
が
、
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
の
や
る
べ
き
啓
発
で
、
「
ら
い
」

を
差
別
用
語
化
し
、
そ
れ
を
削
除
す
る
こ
と
や
ハ
ン
セ
ン

病
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
「
啓
発
」
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
的
表
現
で
あ
る
「
ら
い
」
」
と
い

う
新
聞
記
述
は
、
全
国
紙
A
紙
だ
け
で
な
く
鹿
児
島
の
地

元
紙
M
紙
も
全
く
同
様
な
の
で
、
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
に
共

通
の
認
識
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
本
来
医
学
用
語
で
あ
る
「
ら
い
」
ま
で
も
差
別

用
語
化
す
れ
ば
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
実
態
を
知
ら
な
い
人
々

の
差
別
意
識
を
屈
折
さ
せ
、
さ
ら
に
沈
潜
化
さ
せ
る
だ
け

で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
ら
い
病
」
と
い
う
言
衆
に
つ
い
て
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
と

言
い
か
え
る
こ
と
だ
け
で
は
、
「
ら
い
病
」
と
い
う
言
葉

を
疎
外
し
、
さ
ら
に
「
ら
い
1
1

ハ
ン
セ
ン
病
」
そ
の
も
の

へ
の
い
わ
れ
な
き
恐
怖
と
差
別
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
怖
れ
る
（
熊
本
の
ホ
テ
ル
宿
泊
拒
否
事

牛
へ
の
元
患
者
の
抗
議
に
対
し
て
、
匿
名
で
陰
湿
な

叫
5
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

誹
謗
中
傷
が
集
中
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
）
。

以
上
述
べ
た
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
の
傾
向
を
黙
視
す
れ
ば
、

差
別
解
消
へ
向
か
う
ど
こ
ろ
か
ハ
ン
セ
ン
病
の
実
態
か
ら
目

そ

を
逸
ら
し
、
そ
の
病
と
言
葉
を
「
隔
離
」
す
る
こ
と
で
差
別
の

沈
潜
・
固
定
化
を
助
長
す
る
と
考
え
る
。
「
ら
い
予
防
法
廃
止

五
年
」
の
今
年
、
各
メ
デ
ィ
ア
が
「
啓
発
特
集
」
を
組
ん
で

い
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
発
言
す
る
次
第
で
あ
る
。

追
記
今
回
の
診
断
書
問
題
の
本
質
は
、
「
ら
い
」
表

記
で
は
な
く
、
他
の
結
核
や
て
ん
か
ん
等
の
疾
病
を
含

め
、
誰
で
も
見
ら
れ
る
形
で
無
神
経
に
記
入
さ
せ
た
こ

と
に
あ
る
と
思
う
。

全
国
紙
A
紙
に
、
「
『
ら
い
j

を
差
別
用
語
と
考
え
て

い
る
の
か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
差
別
用
語
と
は

考
え
て
い
な
い
。
『
ら
い
』
が
医
学
用
語
で
あ
る
こ
と

も
承
知
し
て
い
る
」
（
広
報
セ
ン
タ
ー
）
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
頂
い
た
郵
便
払
い
込
み
用
紙
は
、

郵
便
局
か
ら
は
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で
、
文
字
が

に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い
た
だ

け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
寄
附
を
し
て
い
た
だ
＜
皆
さ
ま
へ
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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中村哲医師の本

空爆ど復興」
ーアフガン最前線報告一

9.11テロ直後から2003
年末まで、中村医師と

現地日本人スタッフか

ら届いた、鬼気迫る活

動報告集【2刷】 1890円

辺境で診る [3刷J1890円
辺境から見る

＊中村ファンが圧倒的支持＊

ダラエ・ヌールヘ呪逍
【3刷】2100円

医者井戸を掘る濡罰

医は国境を越えて翡醤『
ペシャワールにて 1890円

【8刷J

＊
新
旧
役
員
の
交
代
、
専
従
者
二
人
か
ら

一
人
へ
の
移
行
と
、

そ
れ
な
り
の
変
化
の
あ
っ
た
事
務
局
体
制
も
、
大
過
な
く
一

年
が
経
過
し
た
。
何
よ
り
も
事
務
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

経
費
も
ず
い
ぶ
ん
と
節
減
さ
れ
た
。
ま
た
世
の
中
の
ア
フ
ガ

ン
ヘ
の
関
心
が
薄
ら
ぐ
中
に
あ
っ
て
、
会
員
も
寄
付
も
じ
わ

り
と
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
中
村
医
師
を
先
頭
に
苛
酷

な
環
境
で
紺
闘
す
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の

忍
耐
強
い

B
々
の
作
業
に
対
す
る
信
頼
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
い
わ
ば
現
地
と
い
う
舞
台
を
支
え
る
楽
屋
と
し
て
の

事
務
局
メ
ン
バ
ー
も
、
極
め
て
地
味
な
日
常
の
作
業
を
、
笑

顔
の
中
で
こ
な
し
て
い
る
。
会
員
の
皆
さ
ん
や
寄
付
者
の

方
々
は
、
そ
の
舞
台
を
ま
る
ご
と
支
え
る
観
客
（
支
援
者
）

と
し
て
暖
か
く
見
守
り
続
け
て
下
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
三
者

の
ど
れ
が
欠
け
て
も
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
立
し
な

い
こ
と
を
、
改
め
て
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
。

日
本
の
世
相
や
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
あ
か
ら
さ
ま
な
欲

望
を
是
と
し
て
増
殖
し
て
き
た
虚
構
の
塔
に
、
ヒ
ビ
や
亀
裂

が
走
り
は
じ
め
た
。
こ
の
世
に
、
勝
ち
負
け
な
ぞ
と
い
う
も

の
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
静
か
に
示
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

＊
最
古
参
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
カ
ン
ジ
ャ
ン
が
今
月
い
っ
ぱ
い

で
P
M
S
を
退
職
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
に
帰
る
と
い
う
。
カ
ン

ジ
ャ
ン
が

J
A
M
S
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た
の
は
二
0
年
前

だ
か
ら
そ
の
歳
月
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
で
は
、

六
0
歳
と
い
え
ば
、

一
族
か
ら
敬
愛
さ
れ
る
大
長
老
で
あ
る
。

●
事
務
局
便
り

円

。，
 
通
8

8
 
辺
83
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カ
ン
ジ
ャ
ン
と
そ
の
家
族
の
安
寧
を
祈
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

◎

村
か
ら

事
務
局
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
う
す
ぐ
一
年
。

水
曜
日
の
午
後
、
数
時
間
で
す
が
、
今
で
は
私
の
楽
し
み
の

ひ
と
と
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
礼
状
書
き
や
会
報
発
送
、

未
使
用
切
手
の
整
埋
な
ど
、
忍
耐
の
い
る
仕
事
で
す
が
、
事

務
局
の
方
々
の
経
験
豊
か
な
お
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
で

も
間
違
え
な
い
よ
う
に
作
業
を
進
め
て
い
く
と
、
あ
っ
と
い

う
間
の
数
時
間
で
す
。
別
室
で
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
募

金
内
容
を
記
録
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
て
二
室
が
連
動
し

て
い
ま
す
。
経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
作
業
効
率
の
良
さ
に

は
目
を
見
張
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
大
き
な
収
穫
と
し
て
、

時
々

一
時
帰
国
中
の
中
村
先
生
や
現
地
ワ
ー
カ
の
方
々
が
来

局
さ
れ
、
ホ
ッ
ト
な
活
動
報
告
が
間
け
る
こ
と
で
す
。
ス
ラ

イ
ド
に
写
し
だ
さ
れ
る
水
路
建
設
現
場
で
は
大
変
な
労
力
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
旱
魃
地
幣
を
潤
し
な
が
ら
、
緑
の
柳

を
擁
し
、
次
第
に
延
び
て
い
く
用
水
路
の
様
は
本
当
に
美
し

い
で
す
。
そ
れ
は
現
地
活
動
を
支
え
て
い
る
皆
様
の
く
り
か

え
し
、
く
り
か
え
し
の
善
意
の
支
援
と
も
重
な
っ
て
見
え
ま

す
。
昨
夏
、
事
務
局
で
福
岡
で
作
ら
れ
た
甘
く
て
お
い
し
い

ア
フ
ガ
ン
の
ス
イ
カ
を
食
べ
ま
し
た
。
私
も
種
を
い
た
だ
い

て
庭
に
植
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
蔓
は
三
0
セ
ン
チ
く
ら
い
。

あ
の
巨
大
な
ス
イ
カ
を
夢
み
て
毎
朝
水
を
与
え
て
い
ま
す
。

(T
B
)
 

月

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医

療
活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宜
・
募

金
活
動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
な

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③

本

会

は

、

思

想

・

信

条

に

と

ら

わ

れ

ず

、

「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で

一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一
、

0
0
0
円
、
維
持
会
員

一
0
、

0
0
0
円
の

年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を

-
Tう
。

4
1
 

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大

に
努
め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を

選
任
し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び

会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

(
〒
八

―
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l
o
o四
一
福
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市
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ニ
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上
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内
に
お
く
。

会

則

発行所●ペシャワール会

合092(731) 2372 FAX 

発行日 2006年6月28日

〒810-0041 福岡市中央区大名l丁目10-25

092 (731) 2373 郵便振替 01790-7-6559 

池88 会長後藤哲也現地代表中村哲 事務局長 村」：優

上村第2ビル603

名誉会長 高松勇雄


